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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Robert Koch
Institut/ Voten
des Arbeitskreises
Blut/ Votum 33

2006年1月11日の血液専門委員会第61回会議で可決されたvCJDに関
するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて
いない血液製剤によるｖCJDの感染を防止し、感染の可能性のある供
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。

ウイルス感染 ProMed20060225
-0619

インド洋海域からフランス本土への帰国者の中にチクングンヤ感染者
が発見された。フランス保健省によるとチクングンヤ熱は治療法もなく、
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口
の約20%が感染している。

ウイルス感染 J Med Virol 2006;
78: 693-701

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血
液検査研究所で1996年から1999年に供血者から集められた血清765
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で
12%(374例中44例）、高ALT値群で21％(350例中73例）、感染が原因と
疑われる肝炎患者群で29%(41例中12例）、輸血または透析に関連した
肝炎患者群で47％(15例中7例）であった。さらに、RT-PCR試験を実施
した112血清検体の内11検体（9.8%）が陽性であり、既知のVesivirusと
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいることを
示している。

肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ
をNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非
A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV-Fは
ヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。
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ウイルス感染 J Med Primatol
2005; 34(S1): 333

サル泡沫状ウイルス(SFV)は非ヒト霊長動物で蔓延している非病原性
感染症であるが、唾液を介して伝播すると考えられている。最近ヒトで
の感染が報告された。SFVが血液を介して伝播するかを調べるため、
SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染し
た2匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗体反
応、臨床的変化をモニターした。接種後1年目の結果から、全血でSFV
が伝播することがあることが示された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

PLoS Pathogens
2006; 2: e32

土壌ミネラルと病原性プリオン蛋白(PrPSc)の相互作用を検討すること
によって、土壌がTSE蓄積体として提供される可能性を調べた。その結
果、2種類の粘土ミネラル、石英および4種類の全土壌サンプルに
PrPScが吸着し、感染性も維持されることが明らかとなった。我々の研
究結果は、土壌環境に入ったPrPScは生物に利用できる形態で維持さ
れ、プリオン病の動物感染を永続させるとともに、他の種をこの感染性
病原体に曝露させる可能性があることを示している。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

BMJ Online
doi:10.1136/bmj.3
8804.511644.55

1996年から1999年に、手術時に20-29歳であった患者から得られた虫
垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリオンに陽性染色であった3
例(虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行った。3検体中2
例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子(PRNP)コドン129
のバリンがホモ接合体であった。今まで調べられたvCJD患者は、メチ
オニン/バリンのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNPのコド
ン129がメチオニンのホモ接合体サブグループであり、バリンホモ接合
体サブグループがvCJDに対して感受性があることが初めて示された。
この遺伝子型のvCJD感染者は長い潜伏期間を有している可能性があ
り、この間に水平感染が供血または無症候期の感染者に使用された汚
染手術用具のいずれかから起きる可能性がある。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Lancet Neurol
2006; 5: 393-398

マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン129遺伝子型
（MM、MV、VV)のPrP蛋白を発現するマウスを作製し、BSE又はvCJDを
接種し、疾患の臨床的及び病理学的な徴候を評価した。その結果、
BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的
に、vCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型で病理学
的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率が高く、病理学的特徴お
よび臨床症状が早く発現した。、VVは感染効率が最も低く、発現までの
期間が長かった。BSEからヒトへの感染は種の壁の存在によって制限
を受けているが、vCJDのヒトからヒトへの感染は実質的に壁が低くなっ
ているように思われる。さらに、コドン129の遺伝型に関係なく、輸血のよ
うなルートによって、vCJDの2次感染が起こりやすい可能性がある。潜
伏期間の長い疾患はこれらのモデルによって予測ができ、疾患の伝播
拡大の危険性や有意な公衆衛生上の問題を示すであろう。

234 2006/06/20 60234 ベネシス ポリエチレングリコール処理
抗破傷風人免疫グロブリン
乾燥抗破傷風人免疫グロブリ
ン

破傷風抗毒
素

人血液 米国 有効成分 有 無 無 寄生虫感染 Transfusion 2005;
45: 1804-1810

コネチカット州のバベシア流行地及び非流行地の血液ドナーそれぞれ
1745例の血清をBabesia microti抗体について調べた。流行地の血清学
的陽性血液ドナーは24例(1.4%)で，非流行地の陽性血液ドナー(6例、
0.3%)より多かった。また，血清学的陽性の血液ドナー19例のうち10例
(53%)がPCRによりBabesia microtiに陽性であった。輸血により本寄生
虫血症が伝播するおそれがある。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

J Virol 2005; 79:
13794-13796

慢性消耗病(CWD)感染ミュールジカの脳組織を、リスザルの脳内に接
種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの
脳組織にはPrPresが検出され、海綿状変性が認められた。霊長類に
CWDが感染した初めての報告である。
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鳥インフルエン
ザ

WHO/CSR 2005
年11月17日

中国で初めて2例の高病原性トリインフルエンザウイルス（H5N1)感染症
例が確認された。1例は回復したが、もう1例は死亡した。

ウイルス感染 J Clin Microbiol
2005; 43: 5428-
5434

米国で1987年から1996年の間にHIV感染小児患者57例から採取し、凍
結保存した末梢血単核細胞(PBMC)と2002年から2003年に健常者19例
から採取した新鮮PBMCにおいてヒトパピローマウイルス(HPV) DNAを
調べた。患者8例と健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループ
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された
HPVゲノムはエピソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。

クロストリジウ
ム感染

N Engl J Med
2005; 353: 2433-
2441

米国において、毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった
Clostridium difficileの新菌株の出現により、関連疾患の発生率と重症
度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本菌
関連疾患の集団発生が起きた8医療施設から得た本菌の分離株187株
を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その結果、全施設
の分離株で同定された最近のBI/NAP1株は、ガチフロキサシンとモキ
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

英国保健省
Press Statement
2006年2月9日

輸血関連の新しいvCJD1症例が最近診断された。患者は、献血をした
約20ヶ月後にｖCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8
年でｖCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例目の輸
血によるｖCJD感染例である。
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Ａ型肝炎 Epidemiol Infect
2006; 134: 87-93

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝固
因子との因果関係を調べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を
行った。疫学的調査およびHAV RNA配列検査から、凝固因子VIIIの1
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。

パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボウイルス
(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと北アメリカ
で集められたものである。その結果、137プール中7例がPARV4および
PARV5に陽性であった。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Robert Koch
Institut/ Voten
des Arbeitskreises
Blut/ Votum 33

2006年1月11日の血液専門委員会第61回会議で可決されたvCJDに関
するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて
いない血液製剤によるｖCJDの感染を防止し、感染の可能性のある供
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。

ウイルス感染 ProMed20060225
-0619

インド洋海域からフランス本土への帰国者の中にチクングンヤ感染者
が発見された。フランス保健省によるとチクングンヤ熱は治療法もなく、
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口
の約20%が感染している。
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ウイルス感染 J Med Virol 2006;
78: 693-701

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血
液検査研究所で1996年から1999年に供血者から集められた血清765
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で
12%(374例中44例）、高ALT値群で21％(350例中73例）、感染が原因と
疑われる肝炎患者群で29%(41例中12例）、輸血または透析に関連した
肝炎患者群で47％(15例中7例）であった。さらに、RT-PCR試験を実施
した112血清検体の内11検体（9.8%）が陽性であり、既知のVesivirusと
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいることを
示している。

肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ
をNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非
A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV-Fは
ヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。

ウイルス感染 J Med Primatol
2005; 34(S1): 333

サル泡沫状ウイルス(SFV)は非ヒト霊長動物で蔓延している非病原性
感染症であるが、唾液を介して伝播すると考えられている。最近ヒトで
の感染が報告された。SFVが血液を介して伝播するかを調べるため、
SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染し
た2匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗体反
応、臨床的変化をモニターした。接種後1年目の結果から、全血でSFV
が伝播することがあることが示された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

PLoS Pathogens
2006; 2: e32

土壌ミネラルと病原性プリオン蛋白(PrPSc)の相互作用を検討すること
によって、土壌がTSE蓄積体として提供される可能性を調べた。その結
果、2種類の粘土ミネラル、石英および4種類の全土壌サンプルに
PrPScが吸着し、感染性も維持されることが明らかとなった。我々の研
究結果は、土壌環境に入ったPrPScは生物に利用できる形態で維持さ
れ、プリオン病の動物感染を永続させるとともに、他の種をこの感染性
病原体に曝露させる可能性があることを示している。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

BMJ Online
doi:10.1136/bmj.3
8804.511644.55

1996年から1999年に、手術時に20-29歳であった患者から得られた虫
垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリオンに陽性染色であった3
例(虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行った。3検体中2
例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子(PRNP)コドン129
のバリンがホモ接合体であった。今まで調べられたvCJD患者は、メチ
オニン/バリンのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNPのコド
ン129がメチオニンのホモ接合体サブグループであり、バリンホモ接合
体サブグループがvCJDに対して感受性があることが初めて示された。
この遺伝子型のvCJD感染者は長い潜伏期間を有している可能性があ
り、この間に水平感染が供血または無症候期の感染者に使用された汚
染手術用具のいずれかから起きる可能性がある。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Lancet Neurol
2006; 5: 393-398

マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン129遺伝子型
（MM、MV、VV)のPrP蛋白を発現するマウスを作製し、BSE又はvCJDを
接種し、疾患の臨床的及び病理学的な徴候を評価した。その結果、
BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的
に、vCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型で病理学
的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率が高く、病理学的特徴お
よび臨床症状が早く発現した。、VVは感染効率が最も低く、発現までの
期間が長かった。BSEからヒトへの感染は種の壁の存在によって制限
を受けているが、vCJDのヒトからヒトへの感染は実質的に壁が低くなっ
ているように思われる。さらに、コドン129の遺伝型に関係なく、輸血のよ
うなルートによって、vCJDの2次感染が起こりやすい可能性がある。潜
伏期間の長い疾患はこれらのモデルによって予測ができ、疾患の伝播
拡大の危険性や有意な公衆衛生上の問題を示すであろう。

235 2006/06/20 60241 化学及血
清療法研
究所

乾燥弱毒生風しんワクチン
乾燥弱毒生おたふくかぜワク
チン

人血清アル
ブミン

ヒト血液 日本 添加物･
製造工程

有 有 無 パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

米国で医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボ
ウイルス(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が
PARV4およびPARV5に陽性であった。
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肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ
をNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非
A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV-Fは
ヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。

236 2006/06/21 60235 日本臓器
製薬

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子 ヘパリンナト
リウム

ブタ腸 不明（未
発売）

製造工程 無 無 無

237 2006/06/21 60236 日本臓器
製薬

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子 アプロチニン
液

ウシ肺 ウルグア
イ、ニュー
ジーランド

有効成分 無 無 無

238 2006/06/21 60237 日本臓器
製薬

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子 人血清アル
ブミン

ヒト血液 米国 添加物 無 無 無

239 2006/06/21 60238 日本臓器
製薬

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子 トロンビン ヒト血液 米国 有効成分 無 無 無

240 2006/06/21 60239 日本臓器
製薬

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子 血液凝固第
ⅩⅢ因子

ヒト血液 米国 有効成分 無 無 無

241 2006/06/21 60240 日本臓器
製薬

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子 人フィブリノ
ゲン

ヒト血液 米国 有効成分 無 無 無

242 2006/06/22 60242 三菱ウェ
ルファー
マ

アルテプラーゼ（遺伝子組換
え）注射剤

ウシ胎児血
清

ウシ血液 米国、ｶﾅ
ﾀﾞ、ｵｰｽﾄﾗ
ﾘｱ、ﾆｭｰ
ｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ ProMED20060314
-0020

ウェスタンブロット法により米国アラバマのウシが狂牛病であったことが
明らかとなった。ウシはSanta Gertrudis種の10才を超えるウシで，1997
年の肉骨粉禁止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにヘ
タリウシであったが，その後も改善しないため安楽死させ，検体を採取
していた。Clifford獣医主任による狂牛病感染牛の発症，感染から検査
結果確認までの経過報告。

ＢＳＥ ProMED20060504
-0040

米国農務省はアラバマ州で発生したBSE陽性牛に関する疫学的調査
結果に関する声明を出した。感染牛は安楽死処分され、検体採取後に
焼却処分された。農務省動植物衛生検査部(APHIS)プロトコールに従っ
て、家畜やヒトの食物連鎖からは除外された。

243 2006/06/22 60243 三菱ウェ
ルファー
マ

アルテプラーゼ（遺伝子組換
え）注射剤

チャイニーズ
ハムスター
卵巣細胞

チャイニー
ズハムス
ター卵巣

米国 製造工程 無 無 無
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244 2006/06/23 60244 ジェンザ
イム・ジャ
パン

イミグルセラーゼ（遺伝子組
換え）

イミグルセ
ラーゼ（遺伝
子組換え）

遺伝子組換
えチャイ
ニーズハム
スター卵巣
細胞

別紙１（原
本参照）

有効成分 無 無 有

245 2006/06/23 60245 ジェンザ
イム・ジャ
パン

イミグルセラーゼ（遺伝子組
換え）

ポリゼリン ウシ骨抽出
物

米国 製造工程 無 無 有

246 2006/06/23 60246 ジェンザ
イム・ジャ
パン

イミグルセラーゼ（遺伝子組
換え）

ウシ胎仔血
清

ウシ胎仔血
液

米国、カナ
ダ

製造工程 無 無 有

247 2006/06/23 60247 ジェンザ
イム・ジャ
パン

イミグルセラーゼ（遺伝子組
換え）

ドナー仔牛
血清

ドナー仔牛
血液

ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 有

248 2006/06/23 60248 協和醗酵
工業

アルテプラーゼ（遺伝子組換
え）

チャイニーズ
ハムスター
卵巣細胞

チャイニー
ズハムス
ター卵巣

米国 製造工程 無 無 無

249 2006/06/26 60249 協和醗酵
工業

アルテプラーゼ（遺伝子組換
え）

ウシ胎仔血
清

ウシの血液 米国、ｶﾅ
ﾀﾞ、ｵｰｽﾄﾗ
ﾘｱ､ﾆｭｰ
ｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ ProMED20060314
-0020

ウェスタンブロット法により米国アラバマのウシが狂牛病であったことが
明らかとなった。ウシはSanta Gertrudis種の10才を超えるウシで，1997
年の肉骨粉禁止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにヘ
タリウシであったが，その後も改善しないため安楽死させ，検体を採取
していた。Clifford獣医主任による狂牛病感染牛の発症，感染から検査
結果確認までの経過報告。

ＢＳＥ ProMED20060504
-0040

米国農務省はアラバマ州で発生したBSE陽性牛に関する疫学的調査
結果に関する声明を出した。感染牛は安楽死処分され、検体採取後に
焼却処分された。農務省動植物衛生検査部(APHIS)プロトコールに従っ
て、家畜やヒトの食物連鎖からは除外された。

250 2006/06/27 60250 日本オル
ガノン

フォリトロピンベータ（遺伝子
組換え）

ウシ胎児血
清

ウシ胎児血
液

ニュー
ジーラン
ド、オース
トラリア

製造工程 無 無 無

251 2006/06/27 60251 全薬工業 リツキシマブ(遺伝子組換え） ウシ胎児血
清

ウシ血清 カナダ、米
国、ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

252 2006/06/27 60252 全薬工業 リツキシマブ（遺伝子組換え） D-ガラクトー
ス

ウシの乳汁 米国 製造工程 無 無 無

253 2006/06/27 60253 全薬工業 リツキシマブ（遺伝子組換え） パンクレアチ
ン

ブタの膵臓
由来

米国、カナ
ダ

製造工程 無 無 無

254 2006/06/27 60254 全薬工業 リツキシマブ（遺伝子組換え） フェツイン ウシの血清
由来

カナダ、米
国、ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無
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255 2006/06/27 60255 全薬工業 リツキシマブ（遺伝子組換え） ラードウォー
ター

ブタ 米国、カナ
ダ

製造工程 無 無 無

256 2006/06/27 60256 全薬工業 リツキシマブ（遺伝子組換え） ペプシン ブタの胃液 米国、カナ
ダ

製造工程 無 無 無

257 2006/06/27 60257 全薬工業 リツキシマブ（遺伝子組換え） ペプトン ウマの脾
臓、脛、ウ
シの心臓、
脾臓及びブ
タのパンク
レアチン及
びペプシン
で処理した
もの

米国、
オーストラ
リア、
ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

258 2006/06/28 60258 ワイス エタネルセプト（遺伝子組換
え）

仔ウシ血清 ウシ血液 米国 製造工程 有 無 無 異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

CDC 2005年11月
18日

米国疾病予防センター（CDC)は、2001年から2005年にテキサスに住ん
でいた30歳男性がｖCJDと診断されたとの通知を、英国CJDサーベイラ
ンスよりを受けた。患者は英国に帰国後に疾患が進行し、現在治療中
である。患者は英国でｖCJDになったと考えられ、米国での入院歴、手
術歴、献血歴などはなかった。米国におけるｖCJD2例目の症例である。

ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年3月3日

カナダ食品監視局は2006年1月12日に安楽死させ、1月22日にBSEと確
定診断されたカナダのアルベルタのBSE牛についてOIEガイドラインに
基づき疫学的調査を行った。カナダで4頭目のBSE例である。感染ウシ
は69月齢で、発症前2年間に2頭を出産していたが、1頭は既に死亡して
おり、もう1頭は処分された。同じ農場で生まれた156頭についても追跡
調査され、生存していたウシは処分された。処分されたウシは全てBSE
陰性であった。詳しい飼料調査が行われたが、BSE感染ウシは生後1年
の間に低レベルの感染力を有する飼料に暴露したと考えられた。

ＢＳＥ USDA/News
Release 2006年3
月15日、3月16日
USDA/Statement
2006年5月2日

米国農務省は2006年3月15日アラバマの牝牛がBSEと確定されたと発
表した。米国で2頭目のBSE牛である。ウシは赤毛交雑種で、歯の検査
から10歳以上とされ、FDAの1997年フィードバン以前に生まれた。疫学
的調査の結果、2頭の子牛を発見したが、1頭は既に死亡していた。もう
1頭はBSE陽性であり、観察のため研究所に収容されている。
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ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年4月16日
2006年5月8日

2006年4月16日、ブリティッシュコロンビアのウシにBSEが確定診断され
た。カナダで5頭目のBSE牛である。感染牛の生年月日と出生農場はす
でに確定されており、感染源を調査中である。感染牛は6歳の乳牛で、
カナダのフィードバン実施後にBSEに罹患した。CFIAは感染牛と同じ餌
に暴露した可能性のあるウシを追跡調査し、検査を続けている。

259 2006/06/28 60259 ワイス エタネルセプト（遺伝子組換
え）

ウシトランス
フェリン

ウシ血液 ニュー
ジーランド

製造工程 有 無 無 異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

CDC 2005年11月
18日

米国疾病予防センター（CDC)は、2001年から2005年にテキサスに住ん
でいた30歳男性がｖCJDと診断されたとの通知を、英国CJDサーベイラ
ンスよりを受けた。患者は英国に帰国後に疾患が進行し、現在治療中
である。患者は英国でｖCJDになったと考えられ、米国での入院歴、手
術歴、献血歴などはなかった。米国におけるｖCJD2例目の症例である。

ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年3月3日

カナダ食品監視局は2006年1月12日に安楽死させ、1月22日にBSEと確
定診断されたカナダのアルベルタのBSE牛についてOIEガイドラインに
基づき疫学的調査を行った。カナダで4頭目のBSE例である。感染ウシ
は69月齢で、発症前2年間に2頭を出産していたが、1頭は既に死亡して
おり、もう1頭は処分された。同じ農場で生まれた156頭についても追跡
調査され、生存していたウシは処分された。処分されたウシは全てBSE
陰性であった。詳しい飼料調査が行われたが、BSE感染ウシは生後1年
の間に低レベルの感染力を有する飼料に暴露したと考えられた。

ＢＳＥ USDA/News
Release 2006年3
月15日、3月16日
USDA/Statement
2006年5月2日

米国農務省は2006年3月15日アラバマの牝牛がBSEと確定されたと発
表した。米国で2頭目のBSE牛である。ウシは赤毛交雑種で、歯の検査
から10歳以上とされ、FDAの1997年フィードバン以前に生まれた。疫学
的調査の結果、2頭の子牛を発見したが、1頭は既に死亡していた。もう
1頭はBSE陽性であり、観察のため研究所に収容されている。
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ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年4月16日
2006年5月8日

2006年4月16日、ブリティッシュコロンビアのウシにBSEが確定診断され
た。カナダで5頭目のBSE牛である。感染牛の生年月日と出生農場はす
でに確定されており、感染源を調査中である。感染牛は6歳の乳牛で、
カナダのフィードバン実施後にBSEに罹患した。CFIAは感染牛と同じ餌
に暴露した可能性のあるウシを追跡調査し、検査を続けている。

260 2006/06/29 60260 バクス
ター

乾燥イオン交換樹脂処理人
免疫グロブリン

人血清アル
ブミン

人血漿 米国 添加物 有 有 無 鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

261 2006/06/29 60261 バクス
ター

該当なし ヒト凝固性た
ん白質（フィ
ブリノゲン加
第ⅩⅢ因
子）

人血漿 米国 有効成分 有 無 無 鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。
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262 2006/06/29 60262 バクス
ター

該当なし 人血清アル
ブミン

人血漿 米国 添加物 有 無 無 鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

263 2006/06/29 60263 バクス
ター

該当なし トロンビン 人血漿 米国 有効成分 有 無 無 鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

264 2006/06/29 60264 バクス
ター

該当なし ヘパリンナト
リウム

ブタ腸 中国 製造工程 無 無 無

265 2006/06/29 60265 バクス
ター

該当なし アプロチニン
液

ウシ肺 ウルグア
イ又は
ニュー
ジーランド

有効成
分・添加
物

無 無 無

266 2006/06/29 60266 バクス
ター

乾燥イオン交換樹脂処理人
免疫グロブリン

人免疫グロ
ブリンＧ

人血漿 米国 有効成分 有 有 無 鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。
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267 2006/07/04 60267 化学及血
清療法研
究所

乾燥ペプシン処理人免疫グロ
ブリン

ペプシン処
理人免疫グ
ロブリンＧ分
屑

ヒト血液 日本 有効成分 有 無 無 パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

米国で医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボ
ウイルス(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が
PARV4およびPARV5に陽性であった。

肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ
をNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非
A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV-Fは
ヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。

268 2006/07/10 60268 科薬 トロンビン トロンボプラ
スチン

ブタ肺 デンマー
ク

製造工程 無 無 無

269 2006/07/10 60269 味の素 ヘパリンナトリウム注射液 ヘパリンナト
リウム

健康なブタ
の腸粘膜

ブラジル 有効成分 無 無 無

270 2006/07/10 60270 科薬 トロンビン トロンビン ウシ血液 ニュー
ジーラン
ド、オース
トラリア、
アルゼン
チン

有効成分 無 無 無

271 2006/07/10 60271 ベネシス 人ハプトグロビン 人ハプトグロ
ビン

人血液 非献血:米
国　献血：
日本

有効成分 有 無 無 ウイルス感染 J Clin Microbiol
2005; 43: 5428-
5434

米国で1987年から1996年の間にHIV感染小児患者57例から採取し、凍
結保存した末梢血単核細胞(PBMC)と2002年から2003年に健常者19例
から採取した新鮮PBMCにおいてヒトパピローマウイルス(HPV) DNAを
調べた。患者8例と健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループ
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された
HPVゲノムはエピソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。
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クロストリジウ
ム感染

N Engl J Med
2005; 353: 2433-
2441

米国において、毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった
Clostridium difficileの新菌株の出現により、関連疾患の発生率と重症
度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本菌
関連疾患の集団発生が起きた8医療施設から得た本菌の分離株187株
を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その結果、全施設
の分離株で同定された最近のBI/NAP1株は、ガチフロキサシンとモキ
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

英国保健省
Press Statement
2006年2月9日

輸血関連の新しいvCJD1症例が最近診断された。患者は、献血をした
約20ヶ月後にｖCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8
年でｖCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例目の輸
血によるｖCJD感染例である。

Ａ型肝炎 Epidemiol Infect
2006; 134: 87-93

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝固
因子との因果関係を調べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を
行った。疫学的調査およびHAV RNA配列検査から、凝固因子VIIIの1
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。

パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボウイルス
(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと北アメリカ
で集められたものである。その結果、137プール中7例がPARV4および
PARV5に陽性であった。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Robert Koch
Institut/ Voten
des Arbeitskreises
Blut/ Votum 33

2006年1月11日の血液専門委員会第61回会議で可決されたvCJDに関
するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて
いない血液製剤によるｖCJDの感染を防止し、感染の可能性のある供
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。

ウイルス感染 ProMed20060225
-0619

インド洋海域からフランス本土への帰国者の中にチクングンヤ感染者
が発見された。フランス保健省によるとチクングンヤ熱は治療法もなく、
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口
の約20%が感染している。

ウイルス感染 J Med Virol 2006;
78: 693-701

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血
液検査研究所で1996年から1999年に供血者から集められた血清765
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で
12%(374例中44例）、高ALT値群で21％(350例中73例）、感染が原因と
疑われる肝炎患者群で29%(41例中12例）、輸血または透析に関連した
肝炎患者群で47％(15例中7例）であった。さらに、RT-PCR試験を実施
した112血清検体の内11検体（9.8%）が陽性であり、既知のVesivirusと
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいることを
示している。

肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ
をNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非
A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV-Fは
ヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。
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ウイルス感染 J Med Primatol
2005; 34(S1): 333

サル泡沫状ウイルス(SFV)は非ヒト霊長動物で蔓延している非病原性
感染症であるが、唾液を介して伝播すると考えられている。最近ヒトで
の感染が報告された。SFVが血液を介して伝播するかを調べるため、
SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染し
た2匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗体反
応、臨床的変化をモニターした。接種後1年目の結果から、全血でSFV
が伝播することがあることが示された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

PLoS Pathogens
2006; 2: e32

土壌ミネラルと病原性プリオン蛋白(PrPSc)の相互作用を検討すること
によって、土壌がTSE蓄積体として提供される可能性を調べた。その結
果、2種類の粘土ミネラル、石英および4種類の全土壌サンプルに
PrPScが吸着し、感染性も維持されることが明らかとなった。我々の研
究結果は、土壌環境に入ったPrPScは生物に利用できる形態で維持さ
れ、プリオン病の動物感染を永続させるとともに、他の種をこの感染性
病原体に曝露させる可能性があることを示している。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

BMJ Online
doi:10.1136/bmj.3
8804.511644.55

1996年から1999年に、手術時に20-29歳であった患者から得られた虫
垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリオンに陽性染色であった3
例(虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行った。3検体中2
例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子(PRNP)コドン129
のバリンがホモ接合体であった。今まで調べられたvCJD患者は、メチ
オニン/バリンのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNPのコド
ン129がメチオニンのホモ接合体サブグループであり、バリンホモ接合
体サブグループがvCJDに対して感受性があることが初めて示された。
この遺伝子型のvCJD感染者は長い潜伏期間を有している可能性があ
り、この間に水平感染が供血または無症候期の感染者に使用された汚
染手術用具のいずれかから起きる可能性がある。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Lancet Neurol
2006; 5: 393-398

マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン129遺伝子型
（MM、MV、VV)のPrP蛋白を発現するマウスを作製し、BSE又はvCJDを
接種し、疾患の臨床的及び病理学的な徴候を評価した。その結果、
BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的
に、vCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型で病理学
的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率が高く、病理学的特徴お
よび臨床症状が早く発現した。、VVは感染効率が最も低く、発現までの
期間が長かった。BSEからヒトへの感染は種の壁の存在によって制限
を受けているが、vCJDのヒトからヒトへの感染は実質的に壁が低くなっ
ているように思われる。さらに、コドン129の遺伝型に関係なく、輸血のよ
うなルートによって、vCJDの2次感染が起こりやすい可能性がある。潜
伏期間の長い疾患はこれらのモデルによって予測ができ、疾患の伝播
拡大の危険性や有意な公衆衛生上の問題を示すであろう。

Ｅ型肝炎 肝臓 2006;
47(Supplement1):
A168

今回われわれは血液感染のハイリスクグループである血友病患者にお
けるHEV抗体の陽性頻度を調査した。その結果、調査した血友病患者
80例の内の13例（16.3%）がHEV抗体陽性であった。過去の研究では日
本人の供血者におけるHEV抗体の陽性率は3.7%、透析患者で9.4%と報
告されており、血友病患者におけるHEV血液感染の可能性が示唆され
た。また、他のウイルスマーカーの陽性率については、HEV抗体陽性例
と陰性例では差は見られなかったが、年齢が高い方がHEV抗体陽性例
の割合が高く、血液製剤によるHEV伝播の時期を示唆する結果が得ら
れた。

Ｅ型肝炎 日本輸血学会誌
2006; 52: 231

北海道地区において試験研究的に献血時にHEV関連問診を追加する
とともに、HEV NATスクリーニングを実施し、問診の有効性とHEV感染
の実態を調査した。結果は、HEV問診に該当したのは765名（0.3%）で、
その内の1名（0.1%）にHEV RNAが認められた。HEV NATスクリーニング
陽性者は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性率は1/11,090で
あった。陽性者の多くはALT値が正常でHEV抗体は陰性であった。道内
の献血者のHEV　RNA陽性率は予想以上に高い。HEV問診や抗体スク
リーニングはHEV RNA陽性者の排除には有効ではない。

272 2006/07/11 60275 第一ラジ
オアイソ
トープ研
究所

テクネチウム大凝集人血清ア
ルブミン（99mTc）

テクネチウ
ム大凝集人
血清アルブ
ミン（99mTc）

ヒト血液 米国 有効成分 無 無 無
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273 2006/07/12 60272 富士製薬
工業

脳下垂体ホルモン剤 下垂体性性
腺刺激ホル
モン

更年期婦人
の尿抽出物

中国 有効成分 有 無 無 ウエストナイル
ウイルス

Emerg Infect Dis
2005; 11: 1294-
1296

2004年米国で、WNV性脳炎発症8日目の65歳患者から採取した尿検体
からWNV-RNAが検出された。しかし、その後の尿検体からは検出され
なかった。血液中の中和抗体が尿へのWNV排泄を阻害しているのかも
しれない。今後WNV感染患者の尿検体検査時期を検討する必要がある
かもしれない。

274 2006/07/12 60273 富士製薬
工業

トロンビン トロンボプラ
スチン

ウシ又はブ
タの肺

ウシ：
ニュー
ジーランド
ブタ：デン
マーク

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ Reuters (Alert
Net) 2006年3月3
日

2006年3月3日、スウェーデン当局は国内の農場で初めてBSE牛が確
認されたと発表した。BSE牛が見つかった農場は隔離され、危険性のあ
る動物は全て処分された。この牛は現行の安全対策を実施する前に、
汚染した飼料を食べ、10年前に感染した可能性がある。

275 2006/07/12 60274 富士製薬
工業

ヘパリンナトリウム注射液 ヘパリンナト
リウム

ブタの腸粘
膜

中国、ブラ
ジル

有効成分 無 無 無

276 2006/07/12 60276 富士製薬
工業

トロンビン トロンビン ウシの血液 ニュー
ジーラン
ド、　オー
ストラリア

有効成分 有 無 無 ＢＳＥ Reuters (Alert
Net) 2006年3月3
日

2006年3月3日、スウェーデン当局は国内の農場で初めてBSE牛が確
認されたと発表した。BSE牛が見つかった農場は隔離され、危険性のあ
る動物は全て処分された。この牛は現行の安全対策を実施する前に、
汚染した飼料を食べ、10年前に感染した可能性がある。

277 2006/07/12 60390 富士製薬
工業

下垂体性性腺刺激ホルモン 精製下垂体
性性腺刺激
ホルモン

更年期婦人
の尿抽出物

中国 有効成分 有 無 無 ウエストナイル
ウイルス

Emerg Infect Dis
2005; 11: 1294-
1296

2004年米国で、WNV性脳炎発症8日目の65歳患者から採取した尿検体
からWNV-RNAが検出された。しかし、その後の尿検体からは検出され
なかった。血液中の中和抗体が尿へのWNV排泄を阻害しているのかも
しれない。今後WNV感染患者の尿検体検査時期を検討する必要がある
かもしれない。

278 2006/07/14 60277 日本メジ
フィジック
ス

診断薬 ガラクトシル
人血清アル
ブミンジエチ
レントリアミ
ン五酢酸テ
クネチウム
（99mTc）

生物学的製
剤基準人血
清アルブミ
ン

日本 有効成分 無 無 無
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279 2006/07/19 60282 化学及血
清療法研
究所

乾燥スルホ化人免疫グロブリ
ン

スルホ化人
免疫グロブリ
ンG

ヒト血液 米国（ベニ
ロン）､　日
本（献血ベ
ニロン-
Ⅰ）

有効成分 有 無 無 パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

米国で医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボ
ウイルス(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が
PARV4およびPARV5に陽性であった。

肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ
をNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非
A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV-Fは
ヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。

ウイルス感染 第80回　日本感染
症学会総会・学術
講演会

日本におけるヒトボカウイルス(HBoV)検出状況を調査した。2002年10
月～2003年9月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症
患者318例から採取した鼻咽頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基
配列を決定した。318例中18例(5.7%)でHBoVが検出され、検出された患
者の年齢は7ヶ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。
HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され
た。

280 2006/07/21 60278 日本オル
ガノン

ダナパロイドナトリウム ダナパロイド
ナトリウム

ブタの小腸
粘膜

ﾍﾞﾙｷﾞｰ､ﾄﾞ
ｲﾂ､ﾌﾗﾝｽ､
ｽﾍﾟｲﾝ､ｵｰ
ｽﾄﾘｱ､ｵﾗﾝ
ﾀﾞ

有効成分 無 無 無

281 2006/07/21 60279 ヤンセン
ファーマ

ムロモナブ-CD3 ムロモナブ-
CD3

マウス腹水 有効成分 無 無 有

282 2006/07/21 60280 ヤンセン
ファーマ

ムロモナブ-CD3 ウシ胎仔血
清

ウシ血液 アメリカ合
衆国また
はカナダ

製造工程 無 無 有

283 2006/07/21 60281 ヤンセン
ファーマ

ムロモナブ-CD3 ウマ血清 ウマ血液 製造工程 無 無 無

284 2006/07/21 60283 グラクソ・
スミスクラ
イン

A型ボツリヌス毒素 ヒツジ（血
液）

ヒツジ（血
液）

米国、
ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無
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285 2006/07/21 60284 グラクソ・
スミスクラ
イン

A型ボツリヌス毒素 A型ボツリヌ
ス毒素

A型ボツリヌ
ス菌
(Clostridium
botulinum)

米国 有効成分 無 無 無

286 2006/07/21 60285 グラクソ・
スミスクラ
イン

A型ボツリヌス毒素 ウシ（心臓、
血液、乳、骨
格筋、膵臓）

ウシ（心臓、
血液、乳、
骨格筋、膵
臓）

米国、ｶﾅ
ﾀﾞ､ｵｰｽﾄﾗ
ﾘｱ､ﾆｭｰ
ｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ､ｱ
ﾙｾﾞﾝﾁﾝ､
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ｳ
ﾙｸﾞｱｲ

製造工程 無 無 有

287 2006/07/24 60286 ノボノル
ディスク
ファーマ

エプタコグ　アルファ（活性型）
（遺伝子組換え）

エプタコグ
アルファ（活
性型）（遺伝
子組換え）

エプタコグ
アルファ（活
性型）（遺伝
子組換え）

該当しな
い

有効成分 無 無 無

288 2006/07/24 60287 ノボノル
ディスク
ファーマ

エプタコグ　アルファ（活性型）
（遺伝子組換え）

ブタ膵臓由
来トリプシン

ブタ膵臓
（抽出物）

該当しな
い

製造工程 無 無 無

289 2006/07/24 60288 ノボノル
ディスク
ファーマ

エプタコグ  アルファ（活性型）
（遺伝子組換え）

ウシ胎仔血
清

ウシ血液 ニュー
ジーラン
ド、オース
トラリア、
米国及び
カナダ

製造工程 無 無 無

290 2006/07/24 60289 ノボノル
ディスク
ファーマ

エプタコグ　アルファ（活性型）
（遺伝子組換え）

ウシ新生仔
血清

ウシ血液 ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

291 2006/07/24 60290 三菱ウェ
ルファー
マ

アプロチニン製剤 アプロチニン
液

ウシ肺 ウルグア
イ、ニュー
ジーランド

有効成分 無 無 無

292 2006/07/24 60291 日本製薬 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複
合体

血液凝固第
Ⅸ因子複合
体

人血液 日本 有効成分 有 無 無 HIV CDR Weekly 2006;
16(4) HIV/STIs
Reports

英国におけるHIVおよびAIDSの四半期最新情報（2005年12月末までの
データ）。HIV診断総数は増加を続けており、2005年度は7,700例を越え
ると予想される。2004年から2005年のHIV診断数増加の大部分は男性
と性交渉を持つ男性が占める。現在のところ2005年の新規のAIDS診断
数は474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英国での累
計はHIV診断数76,850例、AIDS診断数21,898例となった。

伝染性紅斑 Transfusion 2005;
45: 1811-1815

6ヶ月間にわたり血液疾患患者に投与された合計2123の血液製剤につ
いて、パルボウイルスB19DNAの有無をPCRにより調べた。その結果、
21製剤(1%)が陽性であった。試験期間中114例の患者のうち14例が
B19DNA陽性の血液成分を投与されたが、急性B19感染症を呈した患
者はいなかった。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

CDR Weekly 2006;
16(6)

英国で、献血の20ヶ月後にvCJDを発症したドナーからの血液(赤血球）
を輸血された患者が、8年後にｖCJDと診断された。これは英国において
輸血伝播によると思われるｖCJD感染の3症例目である。

Ｅ型肝炎 日本赤十字社
http://www.mhlw.
go.jp/shingi/2006
/01/dl/s0126-
10e05.pdf

北海道赤十字血液センターで、献血者のHEV保有状況を調べた。平成
16年11月1日から平成17年10月31日にブタ、シカなどの生肉、生レー
バーの喫食歴のある献血者は298,790人中802人(0.28%)で、その血液
検体からHEV-RNAが1例検出された。平成17年11月1日から12月31日
に生肉、レバー、ホルモンの喫食歴のある献血者は49,361人中13,835
人（28.0%)で、その血液検体からHEV-RNAが5例検出された。平成17年
1月1日から12月31日に、試行的HEV20プールNAT検査を行ったところ、
295,442人中30人が陽性で、約1/10000の陽性率であった。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

The Guardian
2006年5月2日
http://www.guardi
an.co.uk/frontpag
e/story/0,,176553
1,00.html

英国は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤からのvCJD感染の
危険性について、輸出先の14ヵ国に連絡を行った。輸血を介したvCJD
感染は英国では3例報告されており、未発症の感染者からの供血によ
り引き起こされる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、インド、ヨルダン、オ
マーン、シンガポールに予防措置をとるよう勧告した。

鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

293 2006/07/25 60292 持田製薬 インターフェロン　ベータ トリプシン ブタ膵臓 製造工程 無 無 無
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294 2006/07/25 60293 持田製薬 インターフェロン　ベータ カルボキシ
ペプチターゼ

ブタ膵臓 米国 製造工程 無 無 無

295 2006/07/25 60294 持田製薬 インターフェロン　ベータ インターフェ
ロン　ベータ

ヒト線維芽
細胞

日本 有効成分 無 無 無

296 2006/07/25 60295 持田製薬 インターフェロン　ベータ ウシ血清 ウシ血液 ニュー
ジーランド

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ OIE
http://www.oie.int
/Messages/06030
9SUE.htm

スウェーデンでBSEが初めて報告された。Vastmanland郡の1994年3月
生まれの食肉用交雑種雌牛で、乳熱後に後ろ足の問題で処分された。
迅速検査で陽性後すぐに、同じ群れのウシは制限下に置かれた。診断
は国立獣医学研究所と英国のOIE Reference研究所で行われた。危険
動物の同定と餌に関する調査はEU法に準じて行われる。

297 2006/07/25 60296 持田製薬 インターフェロン　ベータ インスリン ウシ膵臓 製造工程 有 無 無 ＢＳＥ OIE
http://www.oie.int
/Messages/06030
9SUE.htm

スウェーデンでBSEが初めて報告された。Vastmanland郡の1994年3月
生まれの食肉用交雑種雌牛で、乳熱後に後ろ足の問題で処分された。
迅速検査で陽性後すぐに、同じ群れのウシは制限下に置かれた。診断
は国立獣医学研究所と英国のOIE Reference研究所で行われた。危険
動物の同定と餌に関する調査はEU法に準じて行われる。

298 2006/07/25 60297 持田製薬 ①インターフェロン　アルファ
（BALL-1)
②インターフェロン　ベータ

人血清アル
ブミン

ヒト血液 ①米国
②日本

添加物、
製造工程

有 無 無 鳥インフルエン
ザ

厚生労働省　平成
18年1月10日
http://www.mhlw.
go.jp/houdou/200
6/01/h0110-
4.html

平成17年6月以降、高病原性鳥インフルエンザが確認された茨城県及
び埼玉県の養鶏場の従業員等及び防疫業者の一部に対し、感染症の
有無を確認するために健康状態及びウイルス検査を実施したが、イン
フルエンザ様症状を示す者はなく、PCR検査によるウイルス遺伝子検
査の結果はすべて陰性であった。また、血清中和抗体検査では、第1回
抗体検査と第2回抗体検査との間で4倍以上の抗体価上昇が15例で見
られた。全体としては353名中77名が陽性と判定された。

細菌感染 第75回日本感染
症学会西日本地
方会総会　2005年
11月17－18日

50年ほど前に人工気胸術を受けた後、慢性被包化膿胸となり、咳、
かっ痰が続いていた77歳女性が、発熱および病状の悪化のため緊急
入院した。かっ痰検査を行ったところ、抗酸菌が検出され、分離菌は
Mycobacterium mageritenseと同定された。本症例は日本におけるヒト
の本菌感染症の第一例目である。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

CDR Weekly 2006;
16(6)

英国で、献血の20ヶ月後にvCJDを発症したドナーからの血液(赤血球）
を輸血された患者が、8年後にｖCJDと診断された。これは英国において
輸血伝播によると思われるｖCJD感染の3症例目である。

細菌感染 J Clin Microbiol
2006; 44: 278-279

Bartonella alsaticaは野生ウサギに菌血症を引き起こすが、フランスで
74歳の心内膜炎の男性患者から本菌が初めて同定された。この患者
は3週間の発熱で入院し、弛張熱、喀血性の咳、心雑音、脾腫、下肢水
腫などを呈し、大動脈瘤と大動脈弁輪周囲の膿瘍を有した。患者はウ
サギの飼育を担当していた。本菌は血清学的方法、培養、また大動脈
弁切片のＰＣＲにより同定された。

ボツリヌス中毒 IASR 2006; 27:
46-48

2004年12月に呼吸困難、意識障害で入院した9ヶ月の男児の便からE
型ボツリヌス毒素とE型ボツリヌス産生性Clostridium butyricumが検出
され、本菌による乳児ボツリヌス症と診断された。感染源検査の結果、
患者自宅の風呂排水口から同一の菌が検出された。本症例は日本で
初めてのC. butyricumによる乳児ボツリヌス症と考えられる。

ウイルス感染 WHO 2006年2月
17日
http://www.who.in
t/csr/don/2006_0
2_17a/en/index.ht
ml

2005年3月28日から2006年2月12日の間、フランス領レユニオンで1722
例のチクングンヤが報告された。数学的モデルからの推計では2005年
3月以降、11万人がチクングンヤウイルスに感染した可能性がある。南
西インド洋の他の国でも報告があった。チクングンヤは死に至ることは
希であるが、WHOは調査団を派遣する計画である。

HIV AABB Weekly
Report 12(13)

ギリシャでHIV陽性にかかわらず供血した男性が「未必の故意」で起訴
された。この男性の血液や血漿を輸血された患者2名がHIVを発症し
た。
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ウイルス感染 第80回　日本感染
症学会総会・学術
講演会(2006年4
月20-21日）

日本におけるヒトボカウイルス(HBoV)検出状況を調査した。2002年10
月～2003年9月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症
患者318例から採取した鼻咽頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基
配列を決定した。318例中18例(5.7%)でHBoVが検出され、検出された患
者の年齢は7ヶ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。
HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され
た。

鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

299 2006/07/25 60298 ＺＬＢベー
リング

ペプシン処理人免疫グロブリ
ンG

ペプシン ブタの胃 米国 製造工程 無 無 無
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300 2006/07/25 60299 ＺＬＢベー
リング

ペプシン処理人免疫グロブリ
ンG

ペプシン処
理人免疫グ
ロブリンG

ヒト血液 米国、ドイ
ツ、オース
トリア

有効成分 有 有 無 パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

米国で医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボ
ウイルス(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が
PARV4およびPARV5に陽性であった。

ウイルス感染 J Med Virol 2006;
78: 693-701

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血
液検査研究所で1996年から1999年に供血者から集められた血清765
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で
12%(374例中44例）、高ALT値群で21％(350例中73例）、感染が原因と
疑われる肝炎患者群で29%(41例中12例）、輸血または透析に関連した
肝炎患者群で47％(15例中7例）であった。さらに、RT-PCR試験を実施
した112血清検体の内11検体（9.8%）が陽性であり、既知のVesivirusと
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいることを
示している。

301 2006/07/25 60300 ＺＬＢベー
リング

乾燥濃縮人アンチトロンビン
Ⅲ

乾燥濃縮人
アンチトロン
ビンⅢ

ヒト血液 米国、ドイ
ツ、オース
トリア

有効成分 有 有 無 パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

米国で医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボ
ウイルス(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が
PARV4およびPARV5に陽性であった。
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ウイルス感染 J Med Virol 2006;
78: 693-701

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血
液検査研究所で1996年から1999年に供血者から集められた血清765
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で
12%(374例中44例）、高ALT値群で21％(350例中73例）、感染が原因と
疑われる肝炎患者群で29%(41例中12例）、輸血または透析に関連した
肝炎患者群で47％(15例中7例）であった。さらに、RT-PCR試験を実施
した112血清検体の内11検体（9.8%）が陽性であり、既知のVesivirusと
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいることを
示している。

302 2006/07/26 60301 日本ケミ
カルリ
サーチ

ミリモスチム ヒト血清アル
ブミン

ヒト血液 日本 添加物 有 無 無 鳥インフルエン
ザ

厚生労働省　平成
18年1月10日
http://www.mhlw.
go.jp/houdou/200
6/01/h0110-
4.html

平成17年6月以降、高病原性鳥インフルエンザが確認された茨城県及
び埼玉県の養鶏場の従業員等及び防疫業者の一部に対し、感染症の
有無を確認するために健康状態及びウイルス検査を実施したが、イン
フルエンザ様症状を示す者はなく、PCR検査によるウイルス遺伝子検
査の結果はすべて陰性であった。また、血清中和抗体検査では、第1回
抗体検査と第2回抗体検査との間で4倍以上の抗体価上昇が15例で見
られた。全体としては353名中77名が陽性と判定された。

303 2006/07/26 60302 日本オル
ガノン

下垂体性性腺刺激ホルモン
胎盤性性腺刺激ホルモン

①下垂体性
性腺刺激ホ
ルモン②胎
盤性性腺刺
激ホルモン

①更年期婦
人尿②妊婦
尿

①オラン
ダ②ブラ
ジル

有効成分 有 無 無 異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

The Guardian
2006年5月2日
http://www.guardi
an.co.uk/frontpag
e/story/0,,176553
1,00.html

英国は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤からのvCJD感染の
危険性について、輸出先の14ヵ国に連絡を行った。輸血を介したvCJD
感染は英国では3例報告されており、未発症の感染者からの供血によ
り引き起こされる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、インド、ヨルダン、オ
マーン、シンガポールに予防措置をとるよう勧告した。

ウイルス感染 カナダ Public
Health Agency of
Canada 2006年5
月11日

インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4月22日までの間に公式に
報告されたチクングンヤ感染例は3877例であるが、実際には255000例
に達すると思われる。ヨーロッパでは帰国者による輸入例が報告されて
いる。インドでは2005年12月以来、チクングンヤウイルスのアウトブレイ
クが報告され、2006年4月20日現在、153324例に達する。カナダ公衆衛
生局は旅行者に対し、蚊に刺されないように等、注意を呼びかけてい
る。

304 2006/07/26 60303 ゼリア新
薬工業

結核菌熱水
抽出物

Z-100原液 日本 有効成分 無 無 無
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305 2006/07/26 60304 ゼリア新
薬工業

全卵液 全卵液 日本 製造工程 有 無 無 鳥インフルエン
ザ

WHO/CSR 2006
年1月7日

トルコ保健省は、H5N1トリインフルエンザウイルスに感染したヒト2例を
更に確定した。5歳と8歳の小児で、両症例とも入院中である。当局によ
るとVan地方の病院では30人余の患者が治療を受けており、H5N1感染
の可能性を評価中である。感染は病気の家禽との接触により起こった
ことが明らかとなっている。

鳥インフルエン
ザ

WHO/CSR 2006
年2月2日

1月17日に重症の呼吸器疾患で死亡したイラク北部の15歳の少女が、
イラクで初めてのH5N1トリインフルエンザウイルス感染ヒト症例であるこ
とが確定した。更に2検体が確定診断のため英国の研究所に送られて
いる。イラクでは家禽でのアウトブレイクは確認されていない。

鳥インフルエン
ザ

WHO/CSR 2006
年3月21日

アゼルバイジャンから英国の研究所に送られた11症例の検体中7症例
がH5N1トリインフルエンザ陽性であった。5例は死亡例であった。陽性
例中6例は南東部のSalyan Rayonにある小さな部落に住んでいた。
Salyanでの調査で、死んだ白鳥の羽を採る作業が若い女性によって行
われることが明らかとなり、感染症例の大部分が15から20歳の女性で
あることから、関連を調査中である。

鳥インフルエン
ザ

WHO/CSR 2006
年4月3日

エジプト保健省によりH5N1トリインフルエンザ感染であると以前報告さ
れた4症例について、全例がH5N1陽性であったことが英国の研究所で
確定された。2例は死亡し、他の2例は回復した。エジプトは、2003年12
月にベトナムで始まった現在のアウトブレイクで、ヒトでの確定症例を報
告する9番目の国である。

306 2006/07/28 60305 アボット・
ジャパン

パリビズマブ（遺伝子組換え） パリビズマブ
（遺伝子組
換え）

ドイツ 有効成分 無 無 無

307 2006/07/28 60306 アボット・
ジャパン

パリビズマブ（遺伝子組換え） マウスミエ
ローマ細胞

マウス培養
細胞株

米国 製造工程 無 無 無

308 2006/07/28 60307 アボット・
ジャパン

パリビズマブ（遺伝子組換え） トランスフェ
リン

ウシ血液 ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無
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309 2006/07/28 60308 アボット・
ジャパン

パリビズマブ（遺伝子組換え） リポプロテイ
ン

ウシ血液 オーストリ
ア、
ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

310 2006/07/28 60309 アボット・
ジャパン

パリビズマブ（遺伝子組換え） ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液 ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

311 2006/07/28 60310 アボット・
ジャパン

パリビズマブ（遺伝子組換え） 濃縮リピッド 羊毛 オーストラ
リア、
ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

312 2006/07/28 60311 大塚製薬 インターフェロン　アルファ
（BALL-1)

インターフェ
ロン　アル
ファ（BALL-
1)

ヒトリンパ芽
球細胞株

日本 有効成分 無 無 有

313 2006/07/28 60312 大塚製薬 インターフェロン　アルファ
（BALL-1)

ウシ胎仔血
清

ウシ血液 アメリカ、
オーストラ
リア、
ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 有

314 2006/07/28 60313 大塚製薬 インターフェロン　アルファ
（BALL-1)

抗ハムス
ター胸腺細
胞ウサギ抗
血清

ウサギ血液 アメリカ 製造工程 無 無 有

315 2006/07/28 60314 大塚製薬 インターフェロン　アルファ
（BALL-1)

ふ化鶏卵（セ
ンダイウィル
スを増殖）

鶏卵 日本 製造工程 無 無 有

316 2006/07/28 60315 大塚製薬 インターフェロン　アルファ
（BALL-

抗ＩＦＮ-αモ
ノクローナル
抗体

マウスハイ
ブリドーマ

イギリス 製造工程 無 無 有

317 2006/07/28 60316 大塚製薬 インターフェロン　アルファ
（BALL-1)

ウシ乳由来
カゼイン（セ
ンダイウィル
スのポリペプ
トン）

ウシ乳 中国、
ポーラン
ド、オース
トリア、
ニュー
ジ

製造工程 無 無 有

318 2006/07/28 60317 大塚製薬 インターフェロン　アルファ（Ｂ
ＡＬＬ-１）

ブタ由来酵
素（センダイ
ウィルスの
ポリペプト

ブタ膵臓 日本 製造工程 無 無 有

319 2006/07/28 60318 大塚製薬 インターフェロン　アルファ（Ｂ
ＡＬＬ-１）

ハムスター
（ヒトリンパ
芽球細胞を
皮下で増殖）

ハムスター 日本 製造工程 無 無 有
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320 2006/07/28 60320 バクス
ター

人血清アルブミン 人血清アル
ブミン

人血漿 米国 有効成分 有 有 無 鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

321 2006/07/28 60321 バクス
ター

人血清アルブミン ヘパリンナト
リウム

ブタ腸 中国 製造工程 無 有 無

322 2006/07/28 60322 バクス
ター

加熱人血漿たん白 人血清アル
ブミン

人血漿 米国 有効成分 有 無 無 鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。
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323 2006/07/28 60323 バクス
ター

活性化プロトロンビン複合体
濃縮製剤

乾燥人血液
凝固第Ⅷ因
子阻害物質
補正活性複
合体

人血漿 米国 有効成分 有 無 無 鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

324 2006/07/28 60324 バクス
ター

活性化プロトロンビン複合体
濃縮製剤

ヘパリンナト
リウム

ブタ腸 該当なし 添加物 無 無 無

325 2006/07/28 60325 バクス
ター

ルリオクトコグアルファ（遺伝
子組換え）

インスリン
（抗第Ⅷ因
子モノクロー
ナル抗体製
造用）

ウシ膵臓 米国 製造工程 無 有 無

326 2006/07/28 60326 バクス
ター

ルリオクトコグアルファ（遺伝
子組換え）

ルリオクトコ
グアルファ
（遺伝子組
換え）

遺伝子組換
えチャイ
ニーズハム
スター卵巣
細胞株

該当なし 有効成分 無 有 無

327 2006/07/28 60327 バクス
ター

ルリオクトコグアルファ（遺伝
子組換え）

人血清アル
ブミン

人血漿 米国 添加物 有 有 無 鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

328 2006/07/28 60328 バクス
ター

ルリオクトコグアルファ（遺伝
子組換え）

培養補助剤
（抗第Ⅷ因
子モノクロー
ナル抗体製
造用-1）

ウシ血液 米国 製造工程 無 有 無

211 ページ



No. 受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成

分名
原材料名 原産国 含有区分 文献 症例

適正
使用
措置

感染症（PT) 出典 概要

329 2006/07/28 60329 バクス
ター

ルリオクトコグアルファ（遺伝
子組換え）

アプロチニン ウシ肺 ニュー
ジーランド

製造工程 無 有 無

330 2006/07/28 60330 バクス
ター

ルリオクトコグアルファ（遺伝
子組換え）

ウシ胎児血
清（抗第Ⅷ
因子モノク
ローナル抗
体製造用）

ウシ血液 オーストラ
リア

製造工程 無 有 無

331 2006/07/28 60331 バクス
ター

ルリオクトコグアルファ（遺伝
子組換え）

培養補助剤
（抗第Ⅷ因
子モノクロー
ナル抗体製
造用-2）

ウシ肝臓 米国又は
カナダ

製造工程 無 有 無

332 2006/07/28 60332 バクス
ター

ルリオクトコグアルファ（遺伝
子組換え）

ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液 米国 製造工程 無 有 無

333 2006/07/31 60319 化学及血
清療法研
究所

乾燥濃縮人アンチトロンビン
Ⅲ

アンチトロン
ビンⅢ

ヒト血液 日本 有効成分 有 無 無 パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

米国で医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボ
ウイルス(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が
PARV4およびPARV5に陽性であった。

肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ
をNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非
A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV-Fは
ヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。

ウイルス感染 第80回　日本感染
症学会総会・学術
講演会

日本におけるヒトボカウイルス(HBoV)検出状況を調査した。2002年10
月～2003年9月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症
患者318例から採取した鼻咽頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基
配列を決定した。318例中18例(5.7%)でHBoVが検出され、検出された患
者の年齢は7ヶ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。
HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され
た。
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ウイルス感染 カナダ Public
Health Agency of
Canada 2006年5
月26日

カナダ公衆衛生局は最近4例のカナダ人旅行者でチクングンヤ感染が
原因と思われる疾患を確認した。これらの患者はレユニオン島などへ旅
行し、2月から3月の初めに発症した。ヨーロッパでも帰国者による輸入
例が報告されている。インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4月22
日までの間に公式に報告されたチクングンヤ感染例は3877例である
が、実際には255000例に達すると思われる。インドでは2005年12月以
来、チクングンヤウイルスのアウトブレイクが報告され、2006年4月20日
現在、153324例に達する。カナダ公衆衛生局は旅行者に対し、蚊に刺
されないように等、注意を呼びかけている。

334 2006/08/03 60333 ベネシス ウロキナーゼ 精製ウロキ
ナーゼ液

人尿 中国 有効成分 有 無 無 異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

英国保健省
Press Statement
2006年2月9日

輸血関連の新しいvCJD1症例が最近診断された。患者は、献血をした
約20ヶ月後にｖCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8
年でｖCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例目の輸
血によるｖCJD感染例である。

Ａ型肝炎 Epidemiol Infect
2006; 134: 87-93

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝固
因子との因果関係を調べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を
行った。疫学的調査およびHAV RNA配列検査から、凝固因子VIIIの1
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。

パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボウイルス
(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと北アメリカ
で集められたものである。その結果、137プール中7例がPARV4および
PARV5に陽性であった。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Robert Koch
Institut/ Voten
des Arbeitskreises
Blut/ Votum 33

2006年1月11日の血液専門委員会第61回会議で可決されたvCJDに関
するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて
いない血液製剤によるｖCJDの感染を防止し、感染の可能性のある供
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。

ウイルス感染 ProMed20060225
-0619

インド洋海域からフランス本土への帰国者の中にチクングンヤ感染者
が発見された。フランス保健省によるとチクングンヤ熱は治療法もなく、
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口
の約20%が感染している。

ウイルス感染 J Med Virol 2006;
78: 693-701

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血
液検査研究所で1996年から1999年に供血者から集められた血清765
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で
12%(374例中44例）、高ALT値群で21％(350例中73例）、感染が原因と
疑われる肝炎患者群で29%(41例中12例）、輸血または透析に関連した
肝炎患者群で47％(15例中7例）であった。さらに、RT-PCR試験を実施
した112血清検体の内11検体（9.8%）が陽性であり、既知のVesivirusと
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいることを
示している。

肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ
をNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非
A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV-Fは
ヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。
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ウイルス感染 J Med Primatol
2005; 34(S1): 333

サル泡沫状ウイルス(SFV)は非ヒト霊長動物で蔓延している非病原性
感染症であるが、唾液を介して伝播すると考えられている。最近ヒトで
の感染が報告された。SFVが血液を介して伝播するかを調べるため、
SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染し
た2匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗体反
応、臨床的変化をモニターした。接種後1年目の結果から、全血でSFV
が伝播することがあることが示された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

PLoS Pathogens
2006; 2: e32

土壌ミネラルと病原性プリオン蛋白(PrPSc)の相互作用を検討すること
によって、土壌がTSE蓄積体として提供される可能性を調べた。その結
果、2種類の粘土ミネラル、石英および4種類の全土壌サンプルに
PrPScが吸着し、感染性も維持されることが明らかとなった。我々の研
究結果は、土壌環境に入ったPrPScは生物に利用できる形態で維持さ
れ、プリオン病の動物感染を永続させるとともに、他の種をこの感染性
病原体に曝露させる可能性があることを示している。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

BMJ Online
doi:10.1136/bmj.3
8804.511644.55

1996年から1999年に、手術時に20-29歳であった患者から得られた虫
垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリオンに陽性染色であった3
例(虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行った。3検体中2
例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子(PRNP)コドン129
のバリンがホモ接合体であった。今まで調べられたvCJD患者は、メチ
オニン/バリンのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNPのコド
ン129がメチオニンのホモ接合体サブグループであり、バリンホモ接合
体サブグループがvCJDに対して感受性があることが初めて示された。
この遺伝子型のvCJD感染者は長い潜伏期間を有している可能性があ
り、この間に水平感染が供血または無症候期の感染者に使用された汚
染手術用具のいずれかから起きる可能性がある。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Lancet Neurol
2006; 5: 393-398

マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン129遺伝子型
（MM、MV、VV)のPrP蛋白を発現するマウスを作製し、BSE又はvCJDを
接種し、疾患の臨床的及び病理学的な徴候を評価した。その結果、
BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的
に、vCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型で病理学
的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率が高く、病理学的特徴お
よび臨床症状が早く発現した。、VVは感染効率が最も低く、発現までの
期間が長かった。BSEからヒトへの感染は種の壁の存在によって制限
を受けているが、vCJDのヒトからヒトへの感染は実質的に壁が低くなっ
ているように思われる。さらに、コドン129の遺伝型に関係なく、輸血のよ
うなルートによって、vCJDの2次感染が起こりやすい可能性がある。潜
伏期間の長い疾患はこれらのモデルによって予測ができ、疾患の伝播
拡大の危険性や有意な公衆衛生上の問題を示すであろう。

Ｅ型肝炎 肝臓 2006;
47(Supplement1):
A168

今回われわれは血液感染のハイリスクグループである血友病患者にお
けるHEV抗体の陽性頻度を調査した。その結果、調査した血友病患者
80例の内の13例（16.3%）がHEV抗体陽性であった。過去の研究では日
本人の供血者におけるHEV抗体の陽性率は3.7%、透析患者で9.4%と報
告されており、血友病患者におけるHEV血液感染の可能性が示唆され
た。また、他のウイルスマーカーの陽性率については、HEV抗体陽性例
と陰性例では差は見られなかったが、年齢が高い方がHEV抗体陽性例
の割合が高く、血液製剤によるHEV伝播の時期を示唆する結果が得ら
れた。

Ｅ型肝炎 日本輸血学会誌
2006; 52: 231

北海道地区において試験研究的に献血時にHEV関連問診を追加する
とともに、HEV NATスクリーニングを実施し、問診の有効性とHEV感染
の実態を調査した。結果は、HEV問診に該当したのは765名（0.3%）で、
その内の1名（0.1%）にHEV RNAが認められた。HEV NATスクリーニング
陽性者は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性率は1/11,090で
あった。陽性者の多くはALT値が正常でHEV抗体は陰性であった。道内
の献血者のHEV　RNA陽性率は予想以上に高い。HEV問診や抗体スク
リーニングはHEV RNA陽性者の排除には有効ではない。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Lancet 2006; 367:
2068-2074

1996年7月から2004年6月までに11人のクールー病患者を確認したが、
全員がSouth Foreに住んでいた。患者は全員、1950年代後半に食人習
慣が中止される前に生れていた。推定された潜伏期間は、最小で34年
から41年の範囲であったが、男性における潜伏期間は39年から56年の
範囲と考えられ、更に最長で7年長かった可能性もある。プリオン遺伝
子の分析によって、殆どのクールー病の患者は、潜伏期間の延長とプ
リオン病への耐性に関係する遺伝子型であるコドン129がヘテロ接合体
であることが明らかとなった。ヒトのプリオンに感染した場合の潜伏期間
は、50年を超える可能性がある。

335 2006/08/03 60334 デンカ生
研

発疹チフスワクチン 卵黄嚢 ニワトリの
受精卵

製造中止
により記
載なし

製造工程 無 無 無 鳥インフルエン
ザ

日本臨床　2005;
63(12): 2108-
2112

ヒトから分離されたH5N1ウイルスHAは開裂部位に塩基性アミノ酸が連
続しており、ヒトへ順化していない段階で50%以上の致死率を示す。また
同ウイルスに2ヶ所のアミノ酸変異を導入するだけでヒト型受容体への
親和性を獲得する。

鳥インフルエン
ザ

日本臨床 2005;
63(12): 2103-
2107

2003年12月から2005年5月に、トリインフルエンザA/H5N1ウイルスは
ベトナム、タイ、カンボジアで100人に感染し、54人が死亡した。大部分
はトリからの感染であるが、ヒト-ヒト感染も報告されている。サーベイラ
ンス網構築、ワクチン開発、抗ウイルス剤備蓄などが必要である。

鳥インフルエン
ザ

侵襲と免疫 2005;
14(4): 105-110

トリインフルエンザに関する総論。トリインフルエンザウイルスの構造、
疫学、病原性、ヒトへの感染性、診断法、防疫法について述べている。

鳥インフルエン
ザ

第21回日本環境
感染学会学術集
会　2006年2月24
－25日

茨城県のトリインフルエンザに対する取り組みについて報告した。6月
26日、水海道市の養鶏場でH5N2亜型のA型インフルエンザ感染が確
認され、翌27日に対策本部を設置し、鶏の殺処分を決定した。県保健
衛生部では発生養鶏場の従業員と家族の健康調査、殺処分等防疫措
置作業者の健康調査を行った。
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336 2006/08/09 60335 日研化学 下垂体性性腺刺激ホルモン 下垂体性性
腺刺激ホル
モン

ヒト（閉経期
婦人尿）

中国 有効成分 無 無 無

337 2006/08/10 60336 旭化成
ファーマ

チソキナーゼ 抗チソキ
ナーゼモノク
ローナル抗
体

マウスミエ
ローマ細胞
及びマウス
抗チソキ
ナーゼ抗体
産生脾臓細
胞から作成
したハイブ
リドーマ

ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

338 2006/08/10 60337 旭化成
ファーマ

チソキナーゼ チソキナー
ゼ

ヒト胎児肺
細胞

米国 有効成分 無 無 無

339 2006/08/10 60338 旭化成
ファーマ

チソキナーゼ ヒト血清アル
ブミン

ヒト血液 日本 添加物 無 無 無

340 2006/08/10 60339 旭化成
ファーマ

チソキナーゼ ウシ血清 ウシ血液 ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

341 2006/08/10 60340 旭化成
ファーマ

チソキナーゼ ブタペプトン ブタ胃 米国 製造工程 無 無 無

342 2006/08/11 60341 興和 チソキナーゼ チソキナー
ゼ

ヒト胎児の
肺に由来す
る正常二倍
体線維芽細
胞

米国 有効成分 無 無 無

343 2006/08/11 60342 アボット・
ジャパン

レビパリンナトリウム レビパリンナ
トリウム

ブタ小腸粘
膜ヘパリン

中国 有効成分 無 無 無

344 2006/08/11 60343 興和 チソキナーゼ 抗チソキ
ナーゼモノク
ローナル抗
体

マウスミエ
ローマ細胞
及びマウス
抗チソキ
ナーゼ抗体
産生脾臓細
胞から作製
したハイブ
リドーマ

ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

345 2006/08/11 60344 興和 チソキナーゼ ペプトン ブタの胃 米国 製造工程 無 無 無
346 2006/08/11 60345 興和 チソキナーゼ ウシの血清 ウシ血液 ニュー

ジーランド
製造工程 無 無 無

347 2006/08/11 60346 興和 チソキナーゼ 人血清アル
ブミン

ヒト血清 日本 添加物 無 無 無

348 2006/08/11 60348 大日本住
友製薬

酢酸ソマトレリン 人血清アル
ブミン

人血液 米国 添加物 無 無 無

349 2006/08/14 60347 大日本住
友製薬

コンドロイチン硫酸鉄 コンドロイチ
ン硫酸ナトリ
ウム

ウシの軟骨
（気管）

米国、メキ
シコ

添加物 無 無 無
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350 2006/08/15 60349 中外製薬 ストレプトコックス・ピオゲネス
（A群３型）Su株ペニシリン処
理凍結乾燥粉末

スキムミルク ウシ乳 米国 製造工程 有 無 無 ＢＳＥ ProMED-mail
20060607.1588

2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシ
は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頭のBSEはヨーロッパ
の少数例に見られる稀な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ
れることはないと述べている。

351 2006/08/15 60350 中外製薬 エポエチン　ベータ（遺伝子組
換え）

ヒトインスリ
ン（遺伝子組
換え）

ブタ膵臓 米国、カナ
ダ

製造工程 無 無 無

352 2006/08/15 60351 中外製薬 ストレプトコックス・ピオゲネス
(A群３型）Su株ペニシリン処
理凍結乾燥粉末

ストレプトコッ
クス・ピオゲ
ネス(A群３
型）Su株ペ
ニシリン処理
凍結乾燥粉
末

溶連菌抽出
物注射用

有効成分 無 無 無

353 2006/08/15 60352 中外製薬 エポエチン　ベータ（遺伝子組
換え）

ウシ血清ア
ルブミン
（BSA）

ウシ血液 米国、カナ
ダ

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ ProMED-mail
20060607.1588

2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシ
は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頭のBSEはヨーロッパ
の少数例に見られる稀な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ
れることはないと述べている。

354 2006/08/15 60353 中外製薬 ストレプトコックス・ピオゲネス
(A群３型）Su株ペニシリン処
理凍結乾燥粉末

ペプトンN粉
末

ウシ乳 ニュー
ジーランド

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ ProMED-mail
20060607.1588

2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシ
は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頭のBSEはヨーロッパ
の少数例に見られる稀な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ
れることはないと述べている。

355 2006/08/15 60354 中外製薬 ストレプトコックス・ピオゲネス
(A群３型）Su株ペニシリン処
理凍結乾燥粉末

牛肉 ウシ骨格筋 オーストラ
リア

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ ProMED-mail
20060607.1588

2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシ
は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頭のBSEはヨーロッパ
の少数例に見られる稀な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ
れることはないと述べている。
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356 2006/08/15 60355 中外製薬 ストレプトコックス・ピオゲネス
(A群３型）Su株ペニシリン処
理凍結乾燥粉末

Tedd
Hewitt
Broth

ウシ：心臓、
骨格筋、骨
髄、脂肪組
織、結合組
織、乳
ブタ：心臓、
膵臓、胃

ウシ：米
国、オー
ストラリ
ア、ニュー
ジランド
ブタ：米
国、イタリ
ア、カナダ

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ ProMED-mail
20060607.1588

2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシ
は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頭のBSEはヨーロッパ
の少数例に見られる稀な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ
れることはないと述べている。

357 2006/08/16 60356 日本生物
製剤

ヒト胎盤抽出物 ヒト胎盤抽出
物

ヒト胎盤 日本 有効成分 有 無 無 ＢＳＥ カナダ Public
Health Agency of
Canada 2006年4
月13日

2006年4月13日、カナダ食品検査庁（CFIA）はカナダのウシにおける5
例目のBSE症例について発表した。この発見により、カナダにおけるヒト
の健康に対する新たなリスクはもたらされていない。vCJDに関するQ＆
Aとして，ヒトの健康に対するリスクとは？、将来的にカナダにおいて
vCJD症例は発生するか？、マウスの臓器内でプリオンが確認された最
近の研究がヒトの健康に関して意味するものは？などが記載されてい
る。

ＨＴＬＶ カナダ Public
Health Agency of
Canada 2006年1
月20日

カナダNunavut保健局は、HTLV－1に関連して少なくとも1人の死亡例、
ならびに20人未満の感染例を報告した。本報告に対応して，Nunavut保
健当局および社会サービスは妊婦および一般集団に対し、検査の提供
を10月に開始した。2005年12月7日現在，300人が検査を受けたが，感
染者およびHTLV－1関連死亡者の正確な数は公表されていない。カナ
ダ血液サービスは1990年以降，献血血液のHTLV－1スクリーニングを
行っているが，年間80万供血あたり平均10～12件が陽性である。
Nunavutで15例が感染したとしても、人口29000人中、感染率は0.05％
である。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

CDR Weekly 2006;
16(6)

英国で、献血の20ヶ月後にvCJDを発症したドナーからの血液(赤血球）
を輸血された患者が、8年後にｖCJDと診断された。これは英国において
輸血伝播によると思われるｖCJD感染の3症例目である。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

ProMED20060218
-0030

Zagrebから当地に届いた報告によれば，クロアチア政府は2月16日，国
内初となるBSE症例を確認したと明らかにした。クロアチア国営テレビ
は，診断確定のため，問題の5才令のウシの脳検体が，英国の
Weybridge研究所に送られたと報じた。

Ｃ型肝炎 英国保健省
Press releases
2006/0076 2006
年2月27日

汚染された血液を介してC型肝炎に患者がどのように感染したかに関す
るレビューが発表された。このレビューは1973年から1991年の文書に
焦点を当て、実施された重要な決定の分析を行っている。C型肝炎が重
篤な結果もたらすことは1989年に明らかとなり、1991年には信頼できる
試験法が開発された。血液製剤の自給ができていたとしても、C型肝炎
の感染から血友病患者を防げたわけではないことなどが記載されてい
る。

HIV 英国保健省
Press releases
2006/0076 2006
年2月27日

1970年代から1980年代初頭にかけて、汚染された血液を介してC型肝
炎およびHIVに患者がどのように感染したかに関するレビューが発表さ
れた。このレビューは1973年から1991年の文書に焦点を当て、実施さ
れた重要な決定の分析を行っている。

ＢＳＥ ProMED20060307
-0020

スウェーデンで狂牛病第1例（12才乳牛）が発見された。妊娠後期に起
立不能症になり，治療に反応しなかったため殺処分された。迅速診断
の結果、BSE陽性であり、次いでスウェーデン国立獣医学研究所でウェ
スタンブロット法と免疫組織化学染色を行ったところ、いずれも陽性で
あった。確認のために検体を英国に送ったが，結果はやはり陽性で
あった。

感染 FDA Public Health
Notification 2006
年3月2日

FDAは，BioMedical Tissue Services（BTS）により回収されたヒト組織に
関する情報の更新を医療関係者に通知した。FDAのドナー適格要件に
適合していない可能性があったり、感染症について適切なスクリーニン
グをされなかったおそれのあるヒト由来の骨，皮膚，腱を含む組織は
BTSにより回収された。BTSドナーから加工された組織インプラントを受
けた患者には感染症伝播のリスクがあることを知らせ、検査を受けるよ
うに伝えることを医療関係者に強く求めた。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

ProMED20060314
-0020

ウェスタンブロット法により米国アラバマのウシが狂牛病であったことが
明らかとなった。ウシはSanta Gertrudis種の10才を超えるウシで，1997
年の肉骨粉禁止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにヘ
タリウシであったが，その後も改善しないため安楽死させ，検体を採取
していた。Clifford獣医主任による狂牛病感染牛の発症，感染から検査
結果確認までの経過報告。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Proc Natl Acad
Sci USA 2006;
103: 5285-5290

ヤギおよびウシのプリオン蛋白の発現を抑制することができるｓｈRNA
を、レンチウイルスベクターを用いて、ヤギ線維芽細胞にGFPと共発現
させた。これらの細胞を用いて核移植を行い、クローンヤギ胎仔を作成
した。クローン胎仔では検査した全ての組織でGFPを発現し、PCRでPrP
shRNAをエンコードする遺伝子の存在が確認された。脳組織をウエスタ
ンブロットしたところ、対照胎仔に比べ90%以上のPrP発現減少を示し
た。ウシの卵の卵黄周囲に組み換えウイルスを注射し、in vitroで受精
させ、培養したところ、76%の胚細胞がGFPを発現し、PrP標的ｓｈRNAの
発現を示唆した。この方法は耐病性のある遺伝子組み換え家畜を作り
出すのに有用である。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

ProMED20060405
-0020

2005年2月に日本ではじめて報告された変異型クロイツフェルト・ヤコブ
病(vCJD )の患者は51才の男性で、1990年BSEの流行中の英国で約24
日を過ごした。彼は訪問中に機械処理で回収した肉を食べたことが判っ
ており，フランスなど他のヨーロッパの滞在国あるいは日本での暴露の
可能性は否定できないが，英国訪問時がもっとも疑われている。英国
での暴露が感染の原因だとすれば，潜伏期間は11年半であったことに
なる。 発症から19ヵ月後の脳波(EEG)は，周期性同期性放電(periodic
synchronous discharges: PSD)を示さなかった。しかし30ヵ月以降では
同パターンが出現した。これまでには，vCJD患者のEEGでのPSD所見
についての報告はなかった。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

ProMED20060405
-0020

輸血でだれもがvCJDに感染する可能性がある。しかし遺伝子によって
どんな症状が出るかが決定される可能性がある。これまでのところ，ヒト
vCJD 患者の全例が，ある特定の遺伝的プロフィールを持つ者であっ
た。しかし，国家CJD監視部局と動物保健施設の研究者らのマウス実
験によると，他の遺伝子型の者も危険があることが示唆される。Lancet
Neurologyによると潜伏期が一部の者で長くなる可能性がある。これま
でに英国で161例，フランスで18例，世界の他の国で12例のvCJD患者
が報告されているがほとんどが英国出身者である。現在のところヒト
が，輸血などの経路でどのくらいvCJDに感染しやすいかは明確でな
い。

Ａ型肝炎 ProMED20060408
-0040

オークランド地区公衆衛生局（ARPHS）とニュージーランド保健省は，
オークランド地区のA型肝炎集団発生の調査中であり，2006年1月15日
から4月7日までの間に29人の患者を確認した。患者には，潜伏期間内
のトンガ（13人）とサモア（9人）への渡航歴もしくは最近海外旅行から帰
国した人との濃厚な接触が共通項として認められた。

ＢＳＥ カナダ Canadian
Food Inspection
Agency 2006年4
月13日、16日

2006年4月13日、カナダ食品検査庁（CFIA）はBritish ColumbiaのBSE疑
いウシの確認検査を実施していることを公表した。このウシはカナダ国
内BSEサーベイランスプログラムによりFraser Valley農場で確認された6
歳の牝牛である。州による初期スクリーニング検査後、更なる分析のた
めにWinnipegのForeign Animal Diseaseの国立センターに送付された。4
月16日、最終的な検査の結果、このウシがBSEであることが確定したと
発表した。

ＢＳＥ ProMED20060426
-0060

2006年4月24日、エストニア農業省は，屠殺場での定期検査(簡易迅速
検査)により，死亡した11才令の乳牛のBSE感染を確認したと発表した。
もし診断が確定されれば，今回の症例は同国で初のBSE症例となる。
農業省広報部は，問題のウシはエストニア南東部にあるJogevamaa郡
の牧場で飼育されていたと発表した。
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ムンプス AABB Association
Bulletin #06-04
2006年4月26日

アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行中で、2006年
4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上がアイオワ公衆衛生部に
報告されている。おたふくかぜの輸血による伝播に関する現在の知見
に基づき、AABBの輸血伝播病委員会およびFDAは、血液収集施設が
行うべき予防的アプローチを承認した。勧告として、ドナーの暫定的延
期基準、さらに加工される血漿は血漿由来製品の製造に用いるウイル
ス不活性化処理では確実にウイルスを不活性化しなくてはならないこと
から、これらの勧告による影響を受けないことなどについて記載されて
いる。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

J Neurol
Neurosurg
Psychiatry 2006;
000: 1-3

1970年～2003年にヒト硬膜に関連したCJD7例が英国で確認された。手
術後発病までの期間は平均93ヶ月（45～177ヶ月）であった。さらに、世
界で初めて、ブタ硬膜片レシーピエントでCJD1例を確認した。これらの
症例の臨床的、病理学的特徴について述べている。

鳥インフルエン
ザ

CDC Emerg Infect
Dis 12(6) 2006年6
月

2004年1月から、タイでは22名のヒトがトリインフルエンザAウイルス
（H5N1)に感染し、内14名が死亡した。2005年11月28日に発症し、12月
7日に死亡した患者（5歳少年）の死亡当日の血液検体から生きたH5N1
ウイルスが確認された。ヒトの血清または血漿中に生きたインフルエン
ザウイルスが観察されることは稀であるが、最近ではベトナムでも報告
されており、患者の血液検体を取り扱う際にはウイルスの拡大を防ぐた
めの厳重な注意が必要である。

358 2006/08/16 60357 味の素 ヘパリンカルシウム ヘパリンカル
シウム

健康なブタ
の腸粘膜

中国 有効成分 無 無 無

359 2006/08/16 60358 第一ラジ
オアイソ
トープ研
究所

ヨウ化人血清アルブミン(131I） ヨウ化人血
清アルブミン
(131Ⅰ）

ヒト血液 日本 有効成分 無 無 無

360 2006/08/18 60359 アステラ
ス製薬

パミテプラーゼ（遺伝子組換
え）

CHO細胞 チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

製造工程 無 無 無
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361 2006/08/18 60360 アステラ
ス製薬

パミテプラーゼ（遺伝子組換
え）

トランスフェ
リン

ウシ血液 オーストラ
リア、
ニュー
ジーランド

製造工程 有 無 無 炭疽 ProMED20060105
-0020

ケニアで炭疽感染により2名が死亡した。うち1例は炭疽感染したウシを
食べたためと考えられた。Itara村では同様のウシを食べた500人以上
のうち、29名が炭疽陽性であった。ケニアでは家畜、野生動物に炭疽
感染が広がっている。

細菌感染 Ned Tijdschr
Geneeskd 2006;
150: 105-107

オランダで1993年から2003年の間に新生児3例（女児2例、男児1例）で
リステリア・モノサイトゲネスによる侵襲性感染が確認された。女児1例
は後遺症もなく存命だが、他の2例は新生児期に死亡した。　死亡例の
うち1例は母親が低温殺菌されていない牛乳を飲んだことが原因であ
る。この感染症は稀であるが重篤なため、妊婦に菌に汚染されたおそ
れのある食料を食べないようにアドバイスすることは重要である。

炭疽 Trop Doct 2006;
36: 51-53

トルコでウシの死体を感染源とする炭疽感染により3例の患者が発生し
た。炭疽は髄膜、皮膚および喉頭に影響を及ぼし、髄膜炎を併発した患
者1例は死亡した。死んだウシに接触したり、肉を食べた20人は全員、
予防的にテトラサイクリンを服用し、健康である。

炭疽 OIE Disease
Information 19(19)
2006年5月11日、
19(20) 2006年5月
18日

2006年4月10日、レソトで炭疽が発生した。5月17日までにウシ51頭、ヒ
ツジ70頭、ウマ39頭が死亡した。死んだ動物の肉を食べた30人が感染
し、うち5人が死亡した。

362 2006/08/18 60361 アステラ
ス製薬

パミテプラーゼ（遺伝子組換
え）

ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液 オーストラ
リア、
ニュー
ジーランド

製造工程 有 無 無 炭疽 ProMED20060105
-0020

ケニアで炭疽感染により2名が死亡した。うち1例は炭疽感染したウシを
食べたためと考えられた。Itara村では同様のウシを食べた500人以上
のうち、29名が炭疽陽性であった。ケニアでは家畜、野生動物に炭疽
感染が広がっている。
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細菌感染 Ned Tijdschr
Geneeskd 2006;
150: 105-107

オランダで1993年から2003年の間に新生児3例（女児2例、男児1例）で
リステリア・モノサイトゲネスによる侵襲性感染が確認された。女児1例
は後遺症もなく存命だが、他の2例は新生児期に死亡した。　死亡例の
うち1例は母親が低温殺菌されていない牛乳を飲んだことが原因であ
る。この感染症は稀であるが重篤なため、妊婦に菌に汚染されたおそ
れのある食料を食べないようにアドバイスすることは重要である。

炭疽 Trop Doct 2006;
36: 51-53

トルコでウシの死体を感染源とする炭疽感染により3例の患者が発生し
た。炭疽は髄膜、皮膚および喉頭に影響を及ぼし、髄膜炎を併発した患
者1例は死亡した。死んだウシに接触したり、肉を食べた20人は全員、
予防的にテトラサイクリンを服用し、健康である。

炭疽 OIE Disease
Information 19(19)
2006年5月11日、
19(20) 2006年5月
18日

2006年4月10日、レソトで炭疽が発生した。5月17日までにウシ51頭、ヒ
ツジ70頭、ウマ39頭が死亡した。死んだ動物の肉を食べた30人が感染
し、うち5人が死亡した。

363 2006/08/18 60362 アステラ
ス製薬

パミテプラーゼ（遺伝子組換
え）

インスリン ウシ膵臓 オーストラ
リア、カナ
ダ、ニュー
ジーラン
ド、米国

製造工程 有 無 無 炭疽 ProMED20060105
-0020

ケニアで炭疽感染により2名が死亡した。うち1例は炭疽感染したウシを
食べたためと考えられた。Itara村では同様のウシを食べた500人以上
のうち、29名が炭疽陽性であった。ケニアでは家畜、野生動物に炭疽
感染が広がっている。

細菌感染 Ned Tijdschr
Geneeskd 2006;
150: 105-107

オランダで1993年から2003年の間に新生児3例（女児2例、男児1例）で
リステリア・モノサイトゲネスによる侵襲性感染が確認された。女児1例
は後遺症もなく存命だが、他の2例は新生児期に死亡した。　死亡例の
うち1例は母親が低温殺菌されていない牛乳を飲んだことが原因であ
る。この感染症は稀であるが重篤なため、妊婦に菌に汚染されたおそ
れのある食料を食べないようにアドバイスすることは重要である。
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炭疽 Trop Doct 2006;
36: 51-53

トルコでウシの死体を感染源とする炭疽感染により3例の患者が発生し
た。炭疽は髄膜、皮膚および喉頭に影響を及ぼし、髄膜炎を併発した患
者1例は死亡した。死んだウシに接触したり、肉を食べた20人は全員、
予防的にテトラサイクリンを服用し、健康である。

炭疽 OIE Disease
Information 19(19)
2006年5月11日、
19(20) 2006年5月
18日

2006年4月10日、レソトで炭疽が発生した。5月17日までにウシ51頭、ヒ
ツジ70頭、ウマ39頭が死亡した。死んだ動物の肉を食べた30人が感染
し、うち5人が死亡した。

364 2006/08/22 60369 三共 フィブリノリジン、デオキシリボ
ヌクレアーゼ

デオキシリ
ボヌクレアー

牛の膵臓 ニュー
ジーランド

有効成分 無 無 無

365 2006/08/22 60370 三共 フィブリノリジン、デオキシリボ
ヌクレアーゼ

フィブリノリ
ジン

牛の血漿 ニュー
ジーランド

有効成分 無 無 無

366 2006/08/22 60371 麒麟麦酒 エポエチンアルファ（遺伝子組
換え）

ウシ胎児血
清

ウシ胎児血
清

オーストラ
リア、
ニュー
ジーランド

製造工程 有 無 無 結核 ProMED20060201
-0040

米国ミネソタ州北東部で家畜の群れ5群がウシ結核に感染し、全て同一
株であると思われる。連邦政府はミネソタ州の家畜の売買を制限すると
思われる。

結核 ProMED20060201
-0040

米国農務省USDAは，症例確認を受けて，ミネソタ州を家畜（ウシ）に結
核の存在しない（TB-free）州の地位から降格させる。

ＢＳＥ ProMED20060314
-0020

ウェスタンブロット法により米国アラバマのウシが狂牛病であったことが
明らかとなった。ウシはSanta Gertrudis種の10才を超えるウシで，1997
年の肉骨粉禁止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにヘ
タリウシであったが，その後も改善しないため安楽死させ，検体を採取
していた。
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ＢＳＥ ProMED20060314
-0020

米国USDAのClifford獣医主任による狂牛病感染牛の発症，感染から検
査結果確認までの経過報告。アラバマ州の獣医によって採取されたヘ
タリウシの検体はジョージア大学の研究所に送られたが、迅速スクリー
ニング検査では結論が出ず、NVSL（National Veterinary services
Laboratories)に送られ免疫組織学的方法とウエスタンブロット法で検査
された。今回はウエスタンブロット法による検査で陽性であることが判明
し、BSE陽性と確定された。アメリカのBSE発生率は極めて低いことを強
調している。

ＢＳＥ 米国　Alabama
Department of
Agriculture &
Industries 2006年
5月2日

アラバマ州で発生したBSE陽性ウシに関する疫学的調査の結果を発表
した。アラバマ州当局及びAPHIS（動植物衛生検査部）は36ヵ所の農場
および５ヵ所の競り市を調査し，陽性ウシの血縁を含む集団のDNA検
査を実施したが，この調査でBSE陽性のウシの由来となる集団を明らか
にできなかった。また、FDAは、1997年のfeed ban以降に陽性ウシに飼
料を供給していた可能性のある飼料工場に対して調査を実施したが、
禁止部位を扱っていた全ての工場は、feed banに従っていることが判明
した。

ＢＳＥ ProMED20060504
-0040

米国農務省はアラバマ州で発生したBSE陽性牛に関する疫学的調査
結果について声明を出した。感染牛は安楽死処分され、検体採取後に
焼却処分された。農務省動植物衛生検査部(APHIS)プロトコールに従っ
て、家畜やヒトの食物連鎖からは除外された。当局の調査によれば、問
題のウシは10歳令以上でFDAによる1997年の飼料規制令施行前に生
まれていた。

ボツリヌス中毒 ProMED20060525
-0040

オーストラリアにおけるウシの大量死の原因は、稀なボツリヌス菌株に
よる中毒であった。専門家は現在、稀なボツリヌス菌株が、Murray
Bridge近郊の酪農場で発生した疾病の原因であると考えている。

ＢＳＥ ProMED-mail
20060601.1525

米国で見つかったBSE陽性ウシ2例は、ヨーロッパで見られる稀なBSE
株由来のものであった。ロンドンの国際学会でフランスとイタリアの研究
者は、検出されにくく、主に高齢の家畜に影響を与える2種類の稀な
BSE株を報告した。フランスの研究者は、2005年にTexasで、また2006
年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシは、フランス、スウェーデン、
ポーランドで見られる少数のBSE異型株と同一であることを明らかにし
た。
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ＢＳＥ ProMED-mail
20060607.1588
[1]

2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシ
は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頭のBSEはヨーロッパ
の少数例に見られる稀な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ
れることはないと述べている。

ＢＳＥ ProMED-mail
20060607.1588
[2]

ヨーロッパおよび米国の科学者らは，BSEの新株である可能性がある
ウシにおける新たなTSEの発生を追跡している。家畜におけるプリオン
病に関する国際会議において，フランスおよびイタリアの科学者らは5
～15歳の少数のウシにおいてどのようにこの疾患が検出されたかを述
べた。この新株は潜伏期間や検査においてBSEと異なる特徴を示し、当
初、感染が疑われる死亡動物の調査中ではなく、生存動物を対象にし
た積極的調査によって発見された。

ボツリヌス中毒 ProMED-mail
20060629.1797

オーストラリア南部の乳牛農場で農場経営に打撃を与えるような希少
株によるボツリヌス中毒症の大発生があった。農場主はマレーブリッジ
のジャーボシス地区の農場で2006年5月以降に80頭の牛を失った。B
型ボツリヌス中毒症が疑われたが、初期の検査では何も発見されな
かった。新たな検査によってウシの糞からB型ボツリヌス毒素が見つ
かった。この農場で起きた流行は通常よく見られるC型およびD型では
なく、B型ボツリヌス菌が原因であることが示唆された。

367 2006/08/22 60372 麒麟麦酒 エポエチンアルファ（遺伝子組
換え）

チャイニーズ
ハムスター
卵巣細胞

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

10数年前
に樹立し
たマスタセ
ルバンク
に使用し
た動物の
細胞株

製造工程 無 無 無
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368 2006/08/22 60373 麒麟麦酒 エポエチンアルファ（遺伝子組
換え）

トリプシン ブタ膵臓由
来トリプシン

アメリカ合
衆国、　カ
ナダ

製造工程 有 無 無 レンサ球菌感
染

ProMED20060412
-0060

科学者らは、4月10日、ブタからヒトに伝播する危険な感染症が異例の
致死的経過をとって、2005年中国で38名の死者を出したと報告した。中
国の科学者らは、｢ブタ連鎖球菌(Streptococcus suis)で2005年7月と8
月に死亡した者のうち1名を除いて全員が、連鎖球菌トキシックショック
症候群により死亡した。｣と述べた。この重症の免疫反応は、これまで一
度もブタ連鎖球菌感染では認められていなかった。他の専門家は｢トキ
シックショック症候群と診断され、ブタとの接触があった患者は全てブタ
連鎖球菌感染を調べた方良い。｣と述べた。北京の中国科学院の
George Gao氏の率いる研究者らは、｢主に四川省の204名が罹患した
2005年の流行は唯一のものではなく、1998年の中国江蘇省での流行
と、よく類似していた｣と報告した。1998年の流行では感染した25名のう
ち14名が死亡した。

369 2006/08/23 60374 日本ケミ
カルリ
サーチ

注射用ミリモスチム ミリモスチム ヒト尿 中国、　台
湾

有効成分 有 無 無 髄膜炎感染 Lancet 2006; 367:
419-423

中国Anhui省で2003～2004年に発生した髄膜炎から単離された34株の
うち31株、ならびに2004～2005年の30株のうち17株がセログループC
の髄膜炎菌であった。中国全土の調査で、2004～2005年に単離された
542株のうち58株がセログループCの髄膜炎菌であった。106のセログ
ループC株を分析したところ、89株が同一のPFGE(pulsed-field gel
electrophoresis)パターンを示し、AH1と名づけられた。MLST(multi-
locus sequence typing)分析を行った28株のうち25株がシークエンス型
4821（ST-4821)で、今まで報告されたことがない新しい強毒系統のシー
クエンス型であった。

370 2006/08/23 60375 日本製薬 ①加熱人血漿たん白
②人血清アルブミン(5%)
③人血清アルブミン(20%)
④人血清アルブミン(25%)
⑤乾燥ポリエチレングリコー
ル処理人免疫グロブリン
⑥トロンビン
⑦乾燥濃縮人アンチトロンビ
ンⅢ
⑧人免疫グロブリン

ヘパリン ブタ腸粘膜 ブラジル 製造工程
①～⑨、
添加物⑨

無 無 無

371 2006/08/23 60376 ＺＬＢベー
リング

人C1－インアクチベーター 人C1－イン
アクチベー
ター

ヒト血液 米国、ドイ
ツ、オース
トリア

有効成分 有 無 無 パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

米国で医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボ
ウイルス(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が
PARV4およびPARV5に陽性であった。
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ウイルス感染 J Med Virol 2006;
78: 693-701

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血
液検査研究所で1996年から1999年に供血者から集められた血清765
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で
12%(374例中44例）、高ALT値群で21％(350例中73例）、感染が原因と
疑われる肝炎患者群で29%(41例中12例）、輸血または透析に関連した
肝炎患者群で47％(15例中7例）であった。さらに、RT-PCR試験を実施
した112血清検体の内11検体（9.8%）が陽性であり、既知のVesivirusと
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいることを
示している。

372 2006/08/23 60377 ＺＬＢベー
リング

人血清アルブミン
人免疫グロブリンG
破傷風抗毒素
フィブリノゲン加第XIII因子
ペプシン処理人免疫グロブリ
ンG
乾燥濃縮人アンチトロンビン
Ⅲ

ヘパリンナト
リウム

ブタ腸粘膜 中国 製造工程 無 無 無

373 2006/08/24 60378 持田製薬 下垂体性性腺刺激ホルモン
（hMG)

下垂体性性
腺刺激ホル
モン(hMG)

ヒト（閉経期
婦人）尿

中国 有効成分 有 無 無 細菌感染 第75回日本感染
症学会西日本地
方会総会　2005年
11月17－18日

50年ほど前に人工気胸術を受けた後、慢性被包化膿胸となり、咳、
かっ痰が続いていた77歳女性が、発熱および病状の悪化のため緊急
入院した。かっ痰検査を行ったところ、抗酸菌が検出され、分離菌は
Mycobacterium mageritenseと同定された。本症例は日本におけるヒト
の本菌感染症の第一例目である。

細菌感染 J Clin Microbiol
2006; 44: 278-279

Bartonella alsaticaは野生ウサギに菌血症を引き起こすが、フランスで
74歳の心内膜炎の男性患者から本菌が初めて同定された。この患者
は3週間の発熱で入院し、弛張熱、喀血性の咳、心雑音、脾腫、下肢水
腫などを呈し、大動脈瘤と大動脈弁輪周囲の膿瘍を有した。患者はウ
サギの飼育を担当していた。本菌は血清学的方法、培養、また大動脈
弁切片のＰＣＲにより同定された。

ボツリヌス中毒 IASR 2006; 27:
46-48

2004年12月に呼吸困難、意識障害で入院した9ヶ月の男児の便からE
型ボツリヌス毒素とE型ボツリヌス産生性Clostridium butyricumが検出
され、本菌による乳児ボツリヌス症と診断された。感染源検査の結果、
患者自宅の風呂排水口から同一の菌が検出された。本症例は日本で
初めてのC. butyricumによる乳児ボツリヌス症と考えられる。
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ウイルス感染 WHO 2006年2月
17日
http://www.who.in
t/csr/don/2006_0
2_17a/en/index.ht
ml

2005年3月28日から2006年2月12日の間、フランス領レユニオンで1722
例のチクングンヤが報告された。数学的モデルからの推計では2005年
3月以降、11万人がチクングンヤウイルスに感染した可能性がある。南
西インド洋の他の国でも報告があった。チクングンヤは死に至ることは
希であるが、WHOは調査団を派遣する計画である。

ウイルス感染 第80回　日本感染
症学会総会・学術
講演会(2006年4
月20-21日）

日本におけるヒトボカウイルス(HBoV)検出状況を調査した。2002年10
月～2003年9月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症
患者318例から採取した鼻咽頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基
配列を決定した。318例中18例(5.7%)でHBoVが検出され、検出された患
者の年齢は7ヶ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。
HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され
た。

鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

鳥インフルエン
ザ

CDC 2006年6月
30日

種差を超えてヒトに感染するトリインフルエンザのうち、H5N1は重症例
や死亡例を最も多く発生させている。アジアや、ヨーロッパ、近東、アフ
リカの一部で発生している家禽や野鳥におけるH５N1流行に関連して、
このウイルスに感染したヒトの半数以上が死亡した。H5N1のヒトーヒト
感染は報告はあるが、限定されており、非効率的で、持続していない。
しかしながら、H5N1ウイルスが、ヒトからヒトへ簡単に拡がるように変化
しうることを科学者らは懸念している。H5N1ウイルスに対するワクチン
は現在開発中である。
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374 2006/08/24 60379 持田製薬 日本薬局方　注射用胎盤性
性腺刺激ホルモン

日局　胎盤
性性腺刺激
ホルモン

ヒト(妊婦）
尿

中国 有効成分 有 無 無 細菌感染 第75回日本感染
症学会西日本地
方会総会　2005年
11月17－18日

50年ほど前に人工気胸術を受けた後、慢性被包化膿胸となり、咳、
かっ痰が続いていた77歳女性が、発熱および病状の悪化のため緊急
入院した。かっ痰検査を行ったところ、抗酸菌が検出され、分離菌は
Mycobacterium mageritenseと同定された。本症例は日本におけるヒト
の本菌感染症の第一例目である。

細菌感染 J Clin Microbiol
2006; 44: 278-279

Bartonella alsaticaは野生ウサギに菌血症を引き起こすが、フランスで
74歳の心内膜炎の男性患者から本菌が初めて同定された。この患者
は3週間の発熱で入院し、弛張熱、喀血性の咳、心雑音、脾腫、下肢水
腫などを呈し、大動脈瘤と大動脈弁輪周囲の膿瘍を有した。患者はウ
サギの飼育を担当していた。本菌は血清学的方法、培養、また大動脈
弁切片のＰＣＲにより同定された。

ボツリヌス中毒 IASR 2006; 27:
46-48

2004年12月に呼吸困難、意識障害で入院した9ヶ月の男児の便からE
型ボツリヌス毒素とE型ボツリヌス産生性Clostridium butyricumが検出
され、本菌による乳児ボツリヌス症と診断された。感染源検査の結果、
患者自宅の風呂排水口から同一の菌が検出された。本症例は日本で
初めてのC. butyricumによる乳児ボツリヌス症と考えられる。

ウイルス感染 WHO 2006年2月
17日
http://www.who.in
t/csr/don/2006_0
2_17a/en/index.ht
ml

2005年3月28日から2006年2月12日の間、フランス領レユニオンで1722
例のチクングンヤが報告された。数学的モデルからの推計では2005年
3月以降、11万人がチクングンヤウイルスに感染した可能性がある。南
西インド洋の他の国でも報告があった。チクングンヤは死に至ることは
希であるが、WHOは調査団を派遣する計画である。

ウイルス感染 第80回　日本感染
症学会総会・学術
講演会(2006年4
月20-21日）

日本におけるヒトボカウイルス(HBoV)検出状況を調査した。2002年10
月～2003年9月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症
患者318例から採取した鼻咽頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基
配列を決定した。318例中18例(5.7%)でHBoVが検出され、検出された患
者の年齢は7ヶ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。
HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され
た。
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鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフ
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no.
DQ372591-8であった。ヘムアグルチニン(HA)とノイラミニダーゼ(NA)遺
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5N1とは
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004-2005H5N1と同じアミ
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。

鳥インフルエン
ザ

CDC 2006年6月
30日

種差を超えてヒトに感染するトリインフルエンザのうち、H5N1は重症例
や死亡例を最も多く発生させている。アジアや、ヨーロッパ、近東、アフ
リカの一部で発生している家禽や野鳥におけるH５N1流行に関連して、
このウイルスに感染したヒトの半数以上が死亡した。H5N1のヒトーヒト
感染は報告はあるが、限定されており、非効率的で、持続していない。
しかしながら、H5N1ウイルスが、ヒトからヒトへ簡単に拡がるように変化
しうることを科学者らは懸念している。H5N1ウイルスに対するワクチン
は現在開発中である。

375 2006/08/24 60380 持田製薬 日本薬局方　ヘパリンナトリウ
ム注射液

日局　ヘパリ
ンナトリウム

ブタ腸粘膜 フランス 有効成分 無 無 無

376 2006/08/25 60363 三共エー
ル薬品

ダルテパリンナトリウム 血液凝固阻
止剤

豚小腸 中華人民
共和国

有効成分 有 無 無 レンサ球菌感
染

感染症学雑誌
2006; 80(S): 297
第80回日本感染
症学会総会学術
講演会

比較的稀とされるブタ連鎖球菌による髄膜炎の症例報告である。串焼
屋に勤める57歳女性で、発熱、頭痛、嘔吐、幻視等を呈した。血液培養
ではグラム陽性桿菌が検出されたが、髄液培養ではグラム染色陰性で
あった。最終的にブタ連鎖球菌が同定された。未調理の豚肉から感染
したと考えられ、中国では集団感染が発生したこともあり、感染の危険
性について認識が必要と思われる。
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377 2006/08/25 60364 グラクソ・
スミスクラ
イン

A型ボツリヌス毒素 人血清アル
ブミン

ヒト血液 米国 添加物 有 無 無 鳥インフルエン
ザ

WHO 2006年5月
18日、5月23日、5
月31日、6月6日

インドネシアでH5N1トリインフルエンザに感染したヒト7例中6例が死亡
した。感染経路として家禽からヒトへの感染だけでなく、ヒトからヒトへの
感染の可能性が指摘されたが、現時点ではヒトからヒトへ効率よく感染
することはないと考えられる。

378 2006/08/28 60365 シェリン
グ・プラウ

インターフェロンアルファ-2b
（遺伝子組換え）

人血清アル
ブミン

人血液 米国 添加物 有 無 無 異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

CDR Weekly 2005;
15(51)

英国CJD事例委員会の第4回年次報告が発表された。2003年9月1日
から2004年8月31日の間に、54例が報告され、そのうち34例は過去の
侵襲性医療が関係し、20例は後にvCJDを発症したドナーからの輸血が
関係していた。報告には委員会がこれらのケースにどのようにアドバイ
スしたかも記載し、特に血液製剤を通してのvCJD暴露の管理について
留意している。

デング熱 ProMED20060111
-0020

インドネシアで2005年12月のデングウイルス感染者数は61名となり、10
月の22名、11月の20名に比べ、大幅に増加した。Yogyakarta地域
Bantul地区では豪雨が続いており、2006年1月にはさらに増加すると思
われる。ネッタイシマカのボウフラがいない地区は、この地域では67%に
過ぎない。
雨季に加え、衛生状態が不良であるとも感染者数を増加させている。

感染 AABB Weekly
Report 2006;
12(3): 4

New Yorkの葬儀店が家族の同意を得ずにヒトの組織を不法に
Biomedical Tissue Serviceに販売し、書類が改ざんされ、5社に売られ
た件に関して、上院議員がFDAに組織移植産業にさらに監視を強める
よう要請した。2005年10月にFDAは同社により販売された組織の回収
を始めた。しかし、12月に、背中の手術中に同社の骨片を移植された女
性が梅毒に感染したことが報告された。

デング熱 ProMED20060128
-0020

ブラジル、リオデジャネイロで過去5週間に発生したデング熱流行によ
り、少なくとも2名が死亡した。2006年1月26日までに217名がデング熱
に感染しており、2005年同月の患者数の約4倍に上る。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

CDR Weekly 2006;
16(6)

英国で、献血の20ヶ月後にvCJDを発症したドナーからの血液(赤血球）
を輸血された患者が、8年後にｖCJDと診断された。これは英国において
輸血伝播によると思われるｖCJD感染の3症例目である。

ウイルス感染 ProMED20060204
-0090

セーシェルにおいて2000名近くがインド洋の3島に拡がる蚊の媒介する
疾患に感染していると政府地域医療局長が述べた。、チクングンヤと診
断された患者が2005年11月以降増加しており、2006年１月だけで1000
名近い患者が報告されている。

ウイルス感染 カナダ Public
Health Agency of
Canada 2006年2
月20日

オーストラリアにおいて、蚊により媒介される感染症であるロスリバーウ
イルスとバーマフォレストウイルスの発症数が増加している。2006年1
月中の感染者数は、各々、838例および127例で、過去5年間の平均の
約4倍および約2倍と推定されている。カナダ公衆衛生局は旅行者に対
し、蚊に刺されないように等、注意を呼びかけている。

ウイルス感染 ProMED20060305
-0110

2005年3月28日から2006年2月19日の間に、レユニオン島では31人の
臨床医ネットワークにより、2406例(2月13日から19日の333例を含む)の
チクングンヤ患者が診断された。数理モデルによれば2005年3月からの
患者数は157000例にのぼり、うち22000例は2月13日から19日に発症し
たと推定される。

感染 カナダ Public
Health Agency of
Canada 2006年3
月10日

米国ミネソタ州保健局によると、男性と性交渉を持つ男性（MSM）におけ
る感染性梅毒の症例数は2004年と比較して約3倍になっている。MSM
の症例のうち約37%はHIVにも感染していた。
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リンパ性脈
絡髄膜炎

CDC/MMWR
Weekly 2006;
55(14): 398-399

2005年5月、ペットのげっ歯類から感染したと思われた共通のドナーか
ら臓器移植を受けた3例のレシピエントの死亡にLCMVが関与していた。
同年8月にコネチカット州公衆衛生局はLCMV感染症の最近の発生率、
LCMVに関する認識の程度、および検査の頻度について病院検査室お
よび感染症医師の調査を行った。その結果、医師はLCMVを知ってはい
るが、LCMV検査は頻繁には行われておらず、LCMVを考慮する必要性
を認識していないようであった。LCMV感染の頻度を調べ、ペットの感染
を監視するためには更に体系的な努力が必要である。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

AABB Weekly
Report 2006;
12(17): 6

英国のCJD患者7例は1970年から2003年の間にヒト硬膜移植により感
染していた。J Neurol Neurosurg Psychiatによると、英国CJDサーベイラ
ンスシステムはCJD症例全てを把握する計画である。英国ではヒトでの
CJD感染リスクは未知であるが、1973年から2003年の間に同治療を受
けた患者におけるCJD感染リスクは、オーストラリアでは500例中1例、
日本では1000例から2000例中1例と概算されている。

感染 カナダ Public
Health Agency of
Canada 2006年5
月5日

2004年におけるカナダの感染性梅毒の感染率は10万人中3.5人で、
1997年の報告と比較して約9倍になった。特に男性での増加が著しく、
2004年の報告例のほぼ90%が男性で、1997年の15倍以上になった。ま
た男性患者の82%が30～59歳である。カナダでの性感染症の1位はクラ
ミジアで2004年には約63000例（10万人中197.1人）が報告され、1997
年より70%以上増加した。2位は淋病で、2004年には10万人中28.9人で
1997年の約2倍であった。

ウイルス感染 ProMED20060507
-0030

ターニャウイルスはウエストナイル様の脳炎をヒトに起こしうるウイルス
で、ヨーロッパの蚊、ウサギ、トリの間で一般的であり、既にこの様な感
染症に罹患し死亡者が出ている可能性がある。毎年50人程度の英国
人がウイルス性脳炎で死亡しているが、このうち原因病原体が判明して
いるのは40%以下である。
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マラリア CDC/MMWR
2006; 55(SS04):
23-37

米国の2004年におけるマラリア症例は1324例であり、2003年より3.6%
増加した。海外でマラリアになった合衆国民間人775例の内、CDCが推
薦する予防薬を使用した人は20.6%しかいなかった。米国内で感染した4
例中3例は先天的感染によるもので、残り1例は研究室の蚊によるもの
であった。あった。

Ｃ型肝炎 J Hosp Infect
2006; 63: 65-69

使用に衛生的な問題があった毛細血管血糖測定器(Roche Diagnostics
社製Glucotrend)を介して、HCV感染者から非感染者への伝播が発生し
た。同病院ではこの測定器を購入して以来、抗HCV抗体陽性の糖尿病
患者20名が入院しており、装置を使用した患者についてレトロスペク
ティブな調査を行った。検査を受けた995例中19例が抗HCV陽性であっ
た。これは通常のフランス人における感染率よりも高かった。

Ｅ型肝炎 日本輸血学会雑
誌　2006; 52: 231

北海道地区において試験研究的に献血時にHEV関連問診を追加する
とともに、HEV NATスクリーニングを実施し、問診の有効性とHEV感染
の実態を調査した。結果は、HEV問診に該当したのは765名（0.3%）で、
その内の1名（0.1%）にHEV RNAが認められた。HEV NATスクリーニング
陽性者は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性率は1/11,090で
あった。陽性者の多くはALT値が正常でHEV抗体は陰性であった。道内
の献血者のHEV　RNA陽性率は予想以上に高い。HEV問診や抗体スク
リーニングはHEV RNA陽性者の排除には有効ではない。

379 2006/08/30 60366 化学及血
清療法研
究所

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因
子

血液凝固第
Ⅷ因子

ヒト血液 日本 有効成分 有 無 無 パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

米国で医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボ
ウイルス(PARV4)遺伝子の検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が
PARV4およびPARV5に陽性であった。
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肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ
をNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非
A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV-Fは
ヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。

ウイルス感染 第80回　日本感染
症学会総会・学術
講演会

日本におけるヒトボカウイルス(HBoV)検出状況を調査した。2002年10
月～2003年9月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症
患者318例から採取した鼻咽頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基
配列を決定した。318例中18例(5.7%)でHBoVが検出され、検出された患
者の年齢は7ヶ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。
HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され
た。

ウイルス感染 カナダ Public
Health Agency of
Canada 2006年5
月26日

カナダ公衆衛生局は最近4例のカナダ人旅行者でチクングンヤ感染が
原因と思われる疾患を確認した。これらの患者はレユニオン島などへ旅
行し、2月から3月の初めに発症した。ヨーロッパでも帰国者による輸入
例が報告されている。インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4月22
日までの間に公式に報告されたチクングンヤ感染例は3877例である
が、実際には255000例に達すると思われる。インドでは2005年12月以
来、チクングンヤウイルスのアウトブレイクが報告され、2006年4月20日
現在、153324例に達する。カナダ公衆衛生局は旅行者に対し、蚊に刺
されないように等、注意を呼びかけている。

380 2006/08/31 60367 持田製薬 日本薬局方トロンビン トロンボプラ
スチン

ウシ肺 ニュー
ジーラン
ド、オース
トラリア

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ OIE
http://www.oie.int
/Messages/06030
9SUE.htm

スウェーデンでBSEが初めて報告された。Vastmanland郡の1994年3月
生まれの食肉用交雑種雌牛で、乳熱後に後ろ足の問題で処分された。
迅速検査で陽性後すぐに、同じ群れのウシは制限下に置かれた。診断
は国立獣医学研究所と英国のOIE Reference研究所で行われた。危険
動物の同定と餌に関する調査はEU法に準じて行われる。
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ＢＳＥ ProMED20060429
-0030

2006年2月にクロアチアから、4月にエストニアから、各々、国内初とな
るBSE疑い例を発表したが、OIEは組織病理学的診断の結果、BSEは
確認されなかったことを報告した。

381 2006/08/31 60368 持田製薬 日本薬局方トロンビン トロンビン ウシ血液 ニュー
ジーラン
ド、オース
トラリア

有効成分 有 無 無 ＢＳＥ OIE
http://www.oie.int
/Messages/06030
9SUE.htm

スウェーデンでBSEが初めて報告された。Vastmanland郡の1994年3月
生まれの食肉用交雑種雌牛で、乳熱後に後ろ足の問題で処分された。
迅速検査で陽性後すぐに、同じ群れのウシは制限下に置かれた。診断
は国立獣医学研究所と英国のOIE Reference研究所で行われた。危険
動物の同定と餌に関する調査はEU法に準じて行われる。

ＢＳＥ ProMED20060429
-0030

2006年2月にクロアチアから、4月にエストニアから、各々、国内初とな
るBSE疑い例を発表したが、OIEは組織病理学的診断の結果、BSEは
確認されなかったことを報告した。

382 2006/08/31 60381 東菱薬品
工業

ソルコセリル ソルコセリル 幼牛血液抽
出物

オーストラ
リア、
ニュー
ジーランド

有効成分 有 無 無 異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Am J Pathol
2006; 168: 151-
157

vCJD病患者の脳に蓄積する異常プリオン蛋白について、従来の抗体と
1型に特異的な新しい抗体を用いてウェスタンブロット法により検討し
た。その結果、2型だけでなく、1型も少ないが脳内に広く存在することが
初めて明らかになった。

細菌感染 J Clin Microbiol
2006; 44: 278-279

Bartonella alsaticaは野生ウサギに菌血症を引き起こすが、フランスで
74歳の心内膜炎の男性患者から本菌が初めて同定された。この患者
は3週間の発熱で入院し、弛張熱、喀血性の咳、心雑音、脾腫、下肢水
腫などを呈し、大動脈瘤と大動脈弁輪周囲の膿瘍を有した。患者はウ
サギの飼育を担当していた。本菌は血清学的方法、培養、また大動脈
弁切片のＰＣＲにより同定された。
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No. 受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
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原材料名 原産国 含有区分 文献 症例

適正
使用
措置

感染症（PT) 出典 概要

レプトスピラ症 Int. J. Syst. Evol.
Microbiol 2006;
56: 593-597

タンザニアではレプトスピラ症の感染率は家畜やげっ歯類で一般に高
い。家畜から単離されたレプトスピラを血清学的および分子学的に同定
を行ったところ、RM1とコードされた単離体は、セログループ
IcterohaemorrhagiaeのL.kirschneri種の新しい変異型であり、Sokoineと
名づけられた。

383 2006/08/31 60382 東菱薬品
工業

ヘモコアグラーゼ ヘモコアグ
ラーゼ

蛇毒 ブラジル 有効成分 無 無 無
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